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集特高速交通時代の街づくり

特
集
／
高
速
交
通
時
代
の
街
づ
く
り

－
高
速
突
通
時
代
の
街
づ
く
り

＠

全
線
開
通
に
伴
う
影
響
と
そ
の
効
果
：
・

待
望
久
し
か
っ
た
北
陸
自
動
車
道
は
、
ア
月
白
日
に
全
線

開
通
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
我
が
朝
日
町
も
高
速
突
通
時
代

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
舎
回
は
、
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
る
影

響
を
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
傑
っ
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、

舎
後
の
朝
日
町
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。／

 問
一）

立
山

ぺ
、

富

山

＼

小
杉

ヘ

V

磁
波

f

，

禍
光

／’

i
’J
ケ
～’
＼
．
4

／
J

4

L
J
 
，v

，
 

金
沢
東

t，
f
u’t
人，

r

金

沢

西

瞳

置

／

田
畑
踊

ノ

美
川

田
町
園

、

小
松

E
圃
＼
＼

片
山
浄

、

加

1
＼
、

北陸自動車道全通までの歩み
・41.10 富山一武生間着工・47.10 金沢西一小松間初の開通・48.9 黒埼で新潟県内初の着工・48.10 砺波ー小杉問開通・49.10 金沢東一砺波間開通・50.10 小杉ー富山間開通・53.7 上越一朝日間ルー 卜決定 ／．＠ ・53.9 黒埼一長岡間開通 ／タ

・55.9 滑川一宮山間開通 、．－・56.10 西山一相崎間開通 ！・・57.11 柏崎一米山間開通 j・・58.11 米山一上越間開通 I ! ・58.12 朝日一滑川間開通 ／．／匂『・62.7 上越ー名立苔浜間開通／，，，.I_•
・63.7 全通 メ~’巾B.

~蓋蓋霊童産霊童冨雷E

6.00 

大｜以

11.50 

屈櫨題全線高速道使用

5.30 

い山
市

・高速道路の平均走行速度l;tSOkm/hとした

・一般国道の平均走行速度は35km/hとした。

・いずれも休憩時間は除く。

10.50 

9.10 

6.IO 

亡コ一般国道のみ使用

滋：．

園
北
陸
自
動
車
道
の

圃
概

要

北
陸
円
動
中
道
は
、
新
潟
市
を
起
点
と

し
、
滋
賀
県
米
原
町
で
名
神
高
速
道
に
接

続
す
る
延
長

4
8
3
J
Y
の
高
速
道
路
で

す
。
既
に
、
新
山
の
黒
崎

i
C
か
ら
長
岡

J
・
C
－
T
を
約
一
て
、
名
立
谷
浜
I
C
ま
で

と
、
朝

u
I
C

1
氷
原
J
・
C
－
T
聞
は
開

通
し
て
お
り
、
こ

の
7
月
の
制

H
I
c
－

名
立
谷
浜
I
C
（
約

5
9
・
5
J
U
）
グ〉

I~月

し
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
（
糸
仇
川
、
M
W
附
桃
造
線
）
に
あ
た
リ
、

地
形

・
地
質
は
複
雑
で
断
層
が
多
く
、
日

本
で
も
有
数
の
地
消
り
地
慌
で
す
。
そ
の

た
め
自
動
車
道
は
、
国
道

8
号
制

・
J
R

北
陸
本
線
と
は
ば
予
行
に
走
リ
、
出
ト
ン

ネ
ル
（
延
．
K

2
、
2
1
l
，
叶）
、
市
制
ト

ン

ネ
ル
｛
延
民

3
、
3
2
6
，リ）
、

F
H小
知
ト

ン
ネ
ル

｛
延
長
4
、
5
5
5
い
こ
、
制
．小
知

ト
ン
ネ
ル
（
延
長
2
、
2
6
8
いγ
｝
な
ど
大

小
羽
山
中
の
ト
ン
ネ
ル
と
、税
不
知
I
C
付
近

の
み
岬
小
崎
山
川
市

（
約
3
、
0
0
0
γ
）
に
代
氏

さ
れ
る
刊
備
の
紙
梁
で
結
ば
れ
て
い
ま
す

園
全
線
開
通
に
伴
う

圃
そ
の
効
果

北
陸
’
H
動
ょと
山
が
ん
ム
辿
す
る
と
、

ま
で
隣
接
し
な
が
ら
も

Y減
不
知
H

lのこ｜ 朝日インターから初の トンネル「泊ト ンネルJ
L聞F ・ーーー ー’ －・E・－・E・－ー帽帽同・－・E・－
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μ
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4
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通
で
、
昭
和
叫
年
同
月
に
高
山
i
武
生
間

い

が
着
工
さ
れ
て
以
来
、
1
兆
3
、
0
0
0億

強

同
の
巨
賢
が
投
入
さ
れ
、
泣
年
の
歳
月
を

か
け
て
全
線
開
通
し
ま
す
。

ト

刺
U

I
C

i
名
立
谷
浜
I
C
問
は
、
総

り

府
知
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に、

平
地
部
は
わ

引

ず
か
に
小
河
川
の
谷
沿
い
に
し
か
な
く
、
は

ぱー

と
ん
ど
の
区
間
は
急
峻
な
山
地
部
を
通
過

朝日インターチェンジ
所
に
よ
っ
て
阻
ま
九
て
き
た
新
山
県
と
の

U
H－
－
凶
交
流
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
号
、
え
ら
。tζ 

れ
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
自
動
車
道
と
関
越

こ

自
動
ボ
道
と
の
ド

ッ
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
閥

る

東
凶
と
の
持
活
交
流
か

Zに
な

り

北

併

陸
続
出
問
の
拡
大
と
発
展
が
川
作
さ
れ
ま
結

す
ω

以
卜
は
、
そ
の
ハ
ハ
体
的
川
山
で
す

・
時
間
距
離
の
短
縮
効
果

グ

北
山
内
山
動
中
道
の
全
線
開
辿
後
の
新
山

グ

県
お
よ
び
関
東
固
と
の
時
間
的
距
離
は
、

が

－K
凶
の
と
お
り
で
す
が
、

制

H

l長
岡
、
ド

｜
｜
点
ボ
の
場
介
は

5
時
間
叩・ハ
M
と
な
勺

。

て、

川叫
ト
代
聞
過
し
て
い
る
刈
速
道
路
を

一

切
位
則
せ
ず
に
一
舵
凶
道
の
み
を
利
則

す

し

る
場
合
の
日
時
間
叩
分
に
比
較
し
て
、
約

ニ

中十
分
に
均
一
縮
さ
れ
ま
す

る

し
か
し
、
北
除

HU2・迫
の
大
部
分
は
、
け

既
に
間
辿
し
、
附
越
山
州
市
泊

1ω
年
川

良

川
に
全
泊
し
て
い
ま
す
こ
れ
ら
が
既
に

11，，
 

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今

が

削
の
州一
M

l
れ
し
仏
谷
一
出
川
の
間
辿
に
作
ヲ

付

時
間
距
離
の
制
紘
効
呆
は
約

ω分
と
い
う
れ

こ
と
に
な
り
ま
す
e

し
た
が
っ
て
、
そ
の
限

W

り
で
は
、
今
一凹
の
開
辿
が
北
陣
地
域
に
与
え

M

る
直
般
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
さ
ほ
ど
大
き
に

い
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
が
J

え
ら
れ
ま
す
手

ι

・
心
理
的
な
効
果

…

と
こ
ろ
が
、
ニ
の
ド
ボ
間一
地一帆
間
に
あ
る

刀

H

親
不
知
H

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
交
通
附

子

宮
を
々
え
る
と
、
山
市
に

ω分
科
皮
の
時
間

ジ

距
離一
同
制
効
果
以
上
に
、
富
山
と
新
潟
（
き

片

ら
に
は
関
点
）
と
を
隔
て
て

い
た
陪
喰
が

イ

取
リ
除
か
れ
る
と
い
う
心
則
的
効
来
が
大

。

－
昭
和
臼
年
6
月
号

＠



集

き
く
作
用
す
る
と
以
わ
れ
三
す
回

す
な
わ
ち
、
”
税
不
知
H

付
近
の
し
父
辿

川
州
事
（
北
院
地

H
建
設
ね
の
デ
ー
タ
）
に

つ
い
て
は
、
①
国
道

8
号
線
の

η小川
i
．ム

ノ
ト
小
川
で
の
，
降
雨
H

に
よ
る
ん
＋
．
，

m．
小
辿

が

ω年
度
に

5
M（
引
年
度
は
な
し
て
②

糸
魚
川
市
付
近
で
の

J
越
波
H

に
よ
る
全

．
由
不
通
が
日
凶
（
引
年
度
）
、
③
米
山
町
付

近
で
の
ゆ
強
風
。
に
よ
る
全
出
不
通
が

2

凶
（
引
年
度
）
も
あ
リ
ま
し
た
，

ま
た
、
デ
ー
タ
的
に
は
不
詳
で
す
が
、

冬
期
間
の
相
刀
、
凍
結
、
な
だ
れ
な
ど
に

よ
る
一
時
不
通
、
貨
物
の
ね
械
制
限
、
ス

ヒ
l
ド
制
限
、
川
道
へ
の
迂
凶
に
作
う
交

通
渋
滞
の
多
発
な
ど
が
、
輸
送
め

「
雌
尖

性
」
を
著
し
く
失
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
北
陸
自
動
卓
道
が
全
通

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
天
航
引
の
確
実
な

特

輸
道
ル
ー
ト
が
肱
川
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
山
川
山

・
．h
川

・
新
山
と
い

っ
た
北
陸

地
械
の
一
体
感
が
高
ま
り
、

J
山
く
て
述

い
の
と
い
う
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り

改
持
さ
れ
る
も
の
と
与
え
ら
れ
ま
す
。
と

同
時
に
、
倒
束
凶
や
東
北
と
の
新
た
な
つ

な
が
り
も
生
じ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

・
観
光
へ
の
影
響

北
陸
は
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま

っ
た
地
域
の
中
に
、
’
H
然
や
弘
氏
な
ど
多

段
な
観
光
資
源
が
あ
リ
ま
す
6

し
か
も
、

北
陸
白
動
ぃ
山
「
道
の
全
通
は
、

H

輸
送
の
雌

実
性
H

を
保
証
す
る
と
と
も
に
観
光
客
の

行
動
範
凶
を
拡
大
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
実
現
で
き
な
か

っ
た
観
光
ル
ー

ト
が
い
く
つ
か
開
発
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

リ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
条
件

か
ら
交
流
が
比
較
的
少
な
か

っ
た
地
域
も

「いきいき富山パフォーラム」事業

－合業開係者や観光 ・旅行業者等を招待し実際

に i；＼ 山を見てもらう ことにより !J;~ のイメージア

，フをlχiり，企業読致や観光客議致にi!.t，，：てる
・i手~~ o

「いきいき富山PRキャラパン隊」派遣事業

・パスによるキャラパン隊を派遣し．東京 ・崎主 ・

｛庁！日 ・新iねなどの九百11-県庁グ〉訪問と街説亘｛云を
行う・J~.t". 

集
客
附
城
と
な
り
、
人
込
存
が

m加
す
る

こ
と
が
，

r州心
さ
れ
ま
す
や

し
か
し
そ
の
以
削
、
近
年
観
光
存
の
観

光
地
を
選
択
す
る
け
は
年
々
雌
し
く
な

っ

て
お
り、

し
か
も
そ
の
行
動
範
附
が
拡
大

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
観
光

地
で
は
通
過
引
税
光
地
化
す
る
と
こ
ろ
が
で

て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
地
柊
備
が
必

要
と
な
る
な
ど
、
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ

る
こ
と
か
チ
必
さ
れ
ま
す
。

・・・・・・圃
県
σ〉
対
応、

「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
」

こ
う
し
た
こ
と
を
公
け
て
県
で
は
、
全

線
開
通
直
前
に
、
東
京
銀
砲
で
の
観
光
展

を
小
心
と
し
た

「
い
き
い
き
白
山
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
附
附
し
た
り
、
山
時
点
万
耐

に
郷
k
w・μ
能
の
%
出
事
を
行
う
「
い
き
い

き
山
山
p
u
n
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
派
泣
す

る
そ
・
フ
で
す
v

ま
た
、

1
H
本
．
の
化
と

り献の
川
町
づ
く
り
」
を

y
uれ
す
る
と
と
も
に
、

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
フ
の
た
め
、
川
町
内
全

て
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
フ
ラ
ン
タ
ー

を
設
遣
し
て
、
出
入
口
を
花
で
飾
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
優
れ
た
企
業
立
地
環
境
と
盟

か
な
自
然
が
あ
る
福
山
の
観
光
を
P
R
す

る
「
∞
∞
い
き
い
き
と
や
ま
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
聞
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
Q

こ
の
ほ
か
、

6
H下
旬
か
ら

8
川
上
旬

ま
で
、
首
削
附
の
住
民
を
対
象
と
し
て、

全目
線1
開i
通3
； 
な

高速交通時代の街づくり

北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
が

い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
与
え
る
影
響

を
、
皆
さ
ん
は
ど
う
受
け
止
め
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
町
内

の
1
0
0
事
業
所
と
町
民
体
育
館

を
利
用
し
た

1
0
0
人
の
皆
さ
ん

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
た
す
ね
て
み

ま
し
た
。

．．．．．．． 
現
在
9
割
が
利
用
し

さ
ら
に
利
用
増
え
る

が
業
品
川
と
側
人
の
向
方
と
も
M

四
%
は
、

現
’
れ
も
年

i
凶
以
上
は
高
速
道
を
利
朗
｛
閃

l
・
凶

2
）し
て
い
ま
す
が
、
「
逝
に

l

M
以

上
」
と
な
る
と
、
例
人
で

日

%
、
事
業
所
で

特
%
と
な
リ
ま
す
c

そ
の
目
的
｛
図

3
・閃

4
）
は
、ぃ巾
申
業
の
場
合
い
か
『
会
議
出
席
」

「．
肱
完
・仕
入
れ
」
「
研
修
」
「
情
報
収
集
」

「
円
余
業
の
ド

R
」
の
順
で
、
例
入
の
場

A
H
は
、
民
倒
的
に
「
旅
行
や
レ
ジ

ャ
ー
」
が

多

く

7
制
を
山
め
ま
し
た
ま
た
、

「
通

勤
」
に
利
川
し
て
い
る
人
が
7
0
0
と
芯
外

に
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
魚
川

や
品
川
川
に
通
勤
し
て
い
る
人
が
、
国
道
の

渋
滞
を
泣
け
る
た
め
に
黒
部

I
C
1魚
津

I
C間
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
と

の
こ
と
で
し
た
。

~Jll甑237νートル）日銀トンネル

－
高
速
受
通
時
代
の
街
づ
く
り

＠

Y 凶

ト 山
を県
放を
映 P
す R
るす
そる
フ fこ
でめ
す
ア
レ

ビ

~ i 
0コンパクト・・・・・・小引で内容が充実しているニと。

＿.・ー，

観町
光の
施対
設 応
の
充
実

込

北
陸
自
山
岡
市
道
の
全
線
開
辿
は
、
首
刑
峨

附
や
京
北
地
万
と
結
び
、
北
陣
地
む
を
け

知一

指
す
観
光
存
は
帥
伸
夫
に

mえ
る
と
思
わ
れ
市

ま
す
そ
の
観
光
存
を
い
か
に
仙
川
町

に

に

，A
引
す
る
か
が
、
町
の
大
き
な
諜
組
で
す
。
制

そ
の
た
め
町
で
は
、
ハ
タ
l
ゴ
ル
フ
場
制

や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

と

ル

・
テ
ニ
ス
な
ど
が
で
き
る
多
制
的
広
場
叡

の
ほ
か
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も
設
置
し

て
い
く

「
海
浜
公
園
」
ゃ
、
「
棚
山
フ
ア
ミ

送

リ
l
ラ
ン
ド
」
の
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
放

「剛
山
フ

7
こ
リ
｜
ラ
ン

ド
」
は
、
棚
山

小

行
地
で
附
利
引
年
度
か
ら
挫
訟
を
進
め
て

4
附

い
た
も
の
で
、
総
が
栄
町
l
他
5
、
。
。

ス

り
万
川
を
か
け
て
、
肝
外
ス
テ
ー
ジ
付
き

り
。

わ
ん
ぱ
く
広
場
、
向
転
車
広
場
、
ゲ

筋

l
ト
ボ

l
ル
場
、
展
望
休
憩
所
、
薬

道

草
間
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、
売

店

識

な
ど
を
設
置
す
る
も
の
で
、

今

年

度

イ

内
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め

り
れ
て
い
ま
す
。

↓

ま
た
、
町
内
各
地
で
楽
し
い
イ
ベ

ル

ン
ト
が
企
州
さ
れ
た
り
、
特
産
品
が

り

開
発
さ
れ
た
リ
と
、
民
間
サ
イ
ド
の

川
動
J
U
泊
先
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

zh
205 

さ
ら
に
、
町
観
光
協
会
も
、
制

不

念ーし

知
山
山
内
叩
を
む
す
る
山
小
川
川
胤
光
協
会

J
”

と
の
辿
批
を
深
め
よ
う
と
、
会
人
い
を
川
一必Y
A

’u
引
ね
て
い
ま
す

’ν
 

げ、、，，， イ一ナスエフ。

μ
ヲつ． 
． ． 

。
ド
ζ

さ
て
、
内
動
車
道
が
全
線
聞
過
し
た
喝
なふ事v

へμ
、
事
業
所
で

6
川
、
例
人
の

7
訓
が

「
利

け

問
が
増
え
る
」
と
符
え
て
い
ま
す
。
そ

の

併

用
巾
は
、
＃
業
所
の
場
介
で
、
「
営
業
ぬ
問
恥－Pー

の
い
拡
大
」
や

「
目
企
染
の

P
R
Lが
多
く
、

f

例
入
の
場
介
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
ス

キ
ー
や
版
行
が
便
利
に
な
る
」
か
ら
と
答

半

え
て
い
ま
す
、

rv

ま
た
、
全
線
開
通
は
ど
の
よ
う
な
影
響

イ

を
及
ぽ
す
か
（
閃
7
・
図

8
）
の
聞
い
に

。

昭
和
郎
年
6
月
号

＠



集特高速交通時代の街ブ（り時

置l!l!謹酒盛週冨置酒田

北陸自動車道をどのぐらい利用していますか？

利ーす寸 1) 利用ア令ト＼（図2) 
その他
12% 

月に ｜～2回

48% 

.歪歪彊諸費噂組置は
、
事
業
所
で
は

「
営
業
範
凶
拡
大
」
の

お
%
が
ト

ッ
プ
で
、
以
下
観
光
客
刷
、
同

業
者
と
の
競
争
激
化
、
特
に

μ抑
制
引
な
し
と

統
き
ま
す
。
個
人
で
は

「観
光
存
の
増
」

の
お
%
が
ト

ッ
プ
で
、
以
下
特
に
影
響
な

し
、
買
物
客
の
減
、
買
物
客
の
増
の
順
で

し
た
。

圃
厳
し
く
な
る
経

圃
営
環
境
も
予
想

（図
7
）
を
も
、つ
少
し
詳
し
く
見
る
と

所
や
文
店
の
地
誌
」
の
附
で
し
た
。
あ
と

の
侃
%
は
、

松
様
眺
め
と
い

っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
、
っ
か
。

闘
要
望
の
ト
ッ
。
フ
は

国
観
光
施
設
の
整
備

高
速
交
通
時
代
の
街
づ
く
り
で
、
今
後

町
肢
に
望
む
こ
と
（
図

9
・
図
川
）
の
一

番
は
、
事
業
所
、
例
人
と
も
に
「
観
光
施

設
の
幣
仙
」
で
、
mu
%
、
お
%
を
山
め
ま

し
た
。
続
い
て
、
事
業
，
品
川
て
は
、

寸観
光

P
R
の
強
化
」
凶
%
、

「
地
元
企
業
の
育

自動車道を利用する自的は？

全線開通すると利用が増えると思いますか？

（図的

製
法
業
や
建
設
業

・
卸
売
業
な
ど
で
は
、

「
常
業
舵
附
の
い机
大
」
を
チ
忽
し
、

山
企

業
の
プ
ラ
ス
に
働
く
と
身
え
て
い
る
の

に

対
し
、
現
花
凶
道
沿
線
に
立
地
し
て
い
る

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
や
飲
食
店
で
は
、
凶
道
の

交
通
量
が
減
少
す
る
た
め
に
利
用
客
（流
れ

客
等
）
が
減
リ
、
ひ
い
て
は

「
同
業
者
と

の
鋭
争
が
激
化
」
す
る
と
子
恕
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
旅
館
や
民
街
な
ど

で
は
、
集
存
闘
が
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
観

光
客
の
増
加
を
干
想
し
な
が
ら
も
、
観
光

客
の
行
動
範
囲
が
広
く
な
る
こ
と
が
身
え

成
」
日
%
、
「
企
業
誘
致
」
日
%
、

「
人

口
対
策
」
日
%
と
な
り
、
個
人
で
は
、
「
道

路
整
備
」
日
%
、

「観
光
P
R
の
強
化
L

H

%
、

「
企
業
誘
致
」

日
%
、

「
地
元
企

業
の
育
成
」
日
%
の
順
で
し
た
。

町
の
観
光
地
と
し
て
は
、
年
間
約
却
万

人
が
訪
れ
る
ヒ
ス
イ
海
岸
（
高
崎

・
境
海

岸
）
の
ほ
か
、
叩
万
人
を
越
え
る
小
川
温

泉
、
約

6
万
人
の
城
山

・
上
ノ
山
、

3
万

人
の
不
動
堂
遺
跡

・
白
河
豚
美
術
館
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
現

K
柊
備
中
の
棚
山
台
地

や
「
海
浜
公
国
」
と
し
て
整
備
す
る
横
尾

治える

74% 

（図 5) 

縫える

58% 

ら
れ
、
通
過
明
観
光
地
に
な
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
よ
、
7
で
す
。

ま
た

（
図
8
）
に
つ
い
て
は
、
旅
航
や

民
宿
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ
身
、え
で
、
観
光
存

が
増
え
る
も
の
の
、
素
通
り
客
が
同
町
、
え
る

と
予
想
し
た
た
め
、

「
買
物
容
の
減
」
と

な
っ
た
よ
、
7
で
す
。

心
的
辿
交
通
時
代
の
刈
徒
に
つ
い
て
は
、

事
業
所
の
お
%
が

「
た
て
て
い
る
」
と
符

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
約
半

数
が

「
P
R
の
強
化
」
で
、
以
下

「施
設

の
増
設
」

「
輸
送
む
法
の
変
更
」

「
営
業

治
山
師
も
あ
リ
ま
す
。

今
、高
速
交
通
時
代
の
到
米
と
と
も
に
、

迎
休
二
日
制
も
普
及
し
つ

つ
あ
り
、
日
本

人
の
観
光
も
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
」
リ
ゾ

ー
ト
引
に
変
わ
る
と
一
一－
囚
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
観
え
で
も
H
研
H

H

を
い水
め
る
時

代
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
と

き
に
必
要
な
の
が
、
観
光
に
時
わ
る
人
も

含
め
て
全
町
民
が
一
丸
と
な

っ
て
ゆ
町
を

訪
れ
た
人
を
品
か
く
迎
え
る
H

こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
姿
勢
い
か
、
町
の
観
光
施
設
核
備

と
相
ま
っ
て
初
め
て
、
観
光
の
町

「朝
日

町
」
が
形
成
さ
れ
る
の
で
す
の

全
開
通
私
は

閣
官
民

一
体
と
怒
っ
マ

剛
一
魅
力
＆

3
観
光
地
に

朝日町中央農協組合長理事

酒井栄さん（75歳）

待
望
久
し
か

っ
た
北
陸
’
H
動
車
道
が
、

よ
う
や
く
全
級
制
通
し
ま
す
。
刊
一
川
副
当
時

に
期
待
し
た
夢
が
、
果
た
し
て
ど
ん
な
現

実
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

開
通
が
間
近
に
な
る
と
、
何
ん
と
な
く
恐

怖
の
念
が
先
に
た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
い
か
に
海
浜
環
境
が
よ
い
朝

日
海
岸
と
い

っ
て
も
、
観
光
存
を
υ札
止
め

す
る
に
他
す
る
観
光
施
設
か
と
言
う
と
、

引
法
い
討
が
す
る
か
ら
で
す
り
ま
た
、
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
問

題
も
、
当
面
す
る
課
題
で
す
c

し
か
し
地
担
的
に
は
、
朝
日
イ
ン
タ
ー

は
出
山
県
の
束
の
主
制
U
で
、
近
く
に
川

州
市
峡
谷
と
下
山
小
川
沿
以
等
、
北
九
え
川
辺
の
川
以

高
速
変
通
時
代
の
街
づ
く
り

＠

全線開通はどのような影響を及ぼすと思うか？

観光客増
25% 

今後町政に望むことは？高速交通時代の街づくりで

ヲ・

」．

》
つ
思
戸
つ
． 

立
公
闘
と
小
川
川
仙
人
以
な
ど
、
素
晴
し
い
資

源
が
あ
り
、
新
川
地
械
が
一
体
と
な
っ
て

こ
の
玄
関
口
を
通
り
抜
け
で
き
な
い
よ
う

な
防
波
堤
を
構
築
す
べ
き
で
す
υ

そ
の
た
め
に
は
、
民
間
企
業
で
あ

っ
て

も
新
川
地
域

一
円
に
ま
た
が
る
。
地
域
お

こ
し
の
決
め
子
々
に
も
な
る
、

「棚
山
ゴ

ル
フ
場
」
に
行
代

一
体
と
な

っ
て
大
胆
に

取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地

を
一

日
も
早
く
創
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
開
発
に
は
大
変
苦
労
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ゴ
ル
フ

ァ
ー
が
観
点ん

を
恥
ね
て
、
制

H
イ
ン
タ
ー
で
ド
り
る
U

． 
． 

が
早
か
ら
ん

こ
と
を
望
み
ま
す
。

聞
朝
市
を
聞
く
な
ど

四
一
層
め
経
営
努
力

北
陸
山
動
車
道
の
全
線
開
通
は
、
地
域

・
昭
和
白
年
6
月
号

＠

。レジャー・・・・・・余II院の遊びゃ娯来。。PR ・・・・・・Public Relationsの略て＼宣伝・！ムヂiのこと。。リゾート－ー・－－観光や保養のための行楽地。



高速交通時代の街づくり一

社
会
に
計
り
知
れ
な
い
経
済
効
果
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
反
向
、

我
々
漁
業
者
に
と

っ
て
は
、
述
距
離
か
ら

の
入
荷
が
頻
繁
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

価
格
競
争
が
激
化
し
、

一
一
層
の
経
営
努
力

が
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
海
水
浴
存
な
ど
の
観
光
蒋
が
よ

仰
に
明
え
る
こ
と
が
則
待
で
き
る
た
め
、

観
光
存
を
対
象
と
し
た

s
仰
山
L

を
開
設

す
る
な
ど
、
新
鮮
な
魚
介
制
を
位
指
．版
売

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
自
動
車
道
の
全
線
附
通
は
、

朝
日
町
を
単
な
る
通
過
地
点
に
し
て
し
ま

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
今
後
は
蹴
光
開
発

や
企
業
議
致
、
文
化
施
設
の
設
置
、
魅
力

あ
る
商
店
街
づ
く
り
主
ど
を
進
め
、
い
ろ

ん
な
意
味
で
朝
日
町
に
人
が
来
る
よ
う
な

町
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
幻
世
紀
を
見
通
し
た

長
期
計
幽
を
立
て
、
朝
日
町
の
今
後
の
あ

る
べ
き
安
を
キ
チ

ッ
と
描
き
、
手
と
ロ
マ

ン
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
、
」

と
が
肝
裂
と
思
い
ま
す
む

て
い
ま
す
。

町
行
政
に
は
、
宮
崎
海
岸
の
整
備
や
ゴ

ル
フ
場
建
設
、

一
村
一
品
運
動
な
ど
に
力

を
入
れ
、
高
速
交
通
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た

町
お
こ
し
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
高
山

空
港
ま
で
わ
ず
か
結
分
と
、
八
尾
町
の
ハ

イ
テ
ク
企
業
団
地
と
同
等
の
地
の
利
が
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
優
秀
な
企
業
を
誘

致
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
思
わ
ず
寄
り
道
を

回
し
た
く
恕

3
観
光
地
に

川
浩
議

ww
b ふ．

加藤真紀子さん
（松｝寺町 .25歳）

数
人
で
遊
び
に
行
く
時
に
、
よ
く
高
速

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
今
ま
で

ド
ラ
イ
ブ
と
い
え
ば
、
高
山
、
有
川
方
面

が
主
で
し
た
が
、
全
線
開
通
後
は
、
苦
手

な
．大
制
を
通
る
こ
と
も
無
く
な
る
の
で
、

上
越

H
面
へ
も
ど
ん
ど
ん
と
起
を
伸
ば
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
高
速
の
広
間
U
だ

っ
た
町
が
、
高
速
道
が
開
通
す
る
と
交
通

渋
滞
は
無
く
な
る
も
の
の
、
通
過
さ
れ
る

だ
け
の
町
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い

か
と
心
配
で
す
。
単
な
る
通
過
町
に
な
ら 親不安日海洋高架橋

四
ワ
ワ
ト
薗
マ
也

聞
柔
軟
怠
対
応
を‘駁山

家

ん

江

一日

開
紙
朝
鍛

北
陸
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
と
、

関
越
自
動
車
道
・名
神
高
速
道
と
述
結
し
、

問
点

・
関
西

・
中
京
の
三
大
経
済
固
と
の

交
流
が
在
日
初
に
な
り
、
北
陸
経
済
同
に
と

ウ
て
は
、
一
災
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
返

ー
し
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
マ
ク
ロ
的

に
は
、
計
一
川

・
社
会

・
丈
化

・
観
光
の
耐

で
印
公
づ
く
、
』
と
が
則
山
内
で
き
ま
す
が
、

制

H
町
に
と

っ
て
は
、
現
紅
同
道
を
通
行

上
て
い
た
ポ
輔
の
約
加
%
が
高
速
道
に
幽

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
．
部
業
憾
で
は
少

な
か
ら
ず
心
配
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
対
応

に
刊
嵯
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
u

ま
た
、
消
刊
の
出
で
は
、
今
や
「
光
れ

る
時
代
」
か
ら

「
光
る
時
代
」
だ
と
舌
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
－
？
な
変
化
に
対
し
、

守
り
か
ら
攻
め
の
安
勢
へ
と
転
換
し
、
商

店
街
の
整
備

・
共
同
店
舗
の
設
置
な
ど
ハ

ー
ド
面
の
拡
充
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
符

営
門
州
地
の
見
直
し
と
と

L
に
版
先
方
法
な

ど
ソ
フ
ト
州
で
の
£
軟
な
村
山
め
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
＠

な
い
よ
う
、
法
富
な
自
然
を
土
台
と
し
て
、

高
速
走
行
阜
で
も
思
わ
ず
寄
り
道
を
し
た

く
な
る
よ
う
な
観
光
の
町
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
町
更
も
十
分
に
楽
し
め
る
よ

う
な
施
設
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

園
自
然
環
境
を
生
か
し
た

闇
リ
ワ
l
ト
開
発
を

仕
事
で
魚
濯
や
富
山
へ
行
く
と
き
、
国

道
が
渋
滞
す
る
と
指
定
さ
れ
た
時
間
に
到

着
で
き
な
い
の
で
、
時
々
利
用
し
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
休
日
の
ド
ラ
イ
ブ
や
ス

キ
ー
な
ど
の
レ
ジ

ャ
ー
に
利
用
し
ま
す
。

北
陸
道
の
全
線
開
通
は
、

時
間
短
縮
と

と
も
に
、
降
雨
等
に
よ
る
土
砂
崩
れ
の
発

生
や
そ
の
危
険
の
た
め
に
行
わ
れ
た
親
不

知
付
近
で
の
通
行
止
め
が
回
避
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
従
米
と
進
う
い
ろ
い
ろ
な
童

話
、
文
化
が
入

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
行
動
範
阿
も
あ
ま
り
な
じ
み
の
な

か
っ
た
巾
信
越
や
東
北
万
面
へ
も
拡
げ
る

ニ
と
が
で
き
、
裂
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町
村
政
に
は
、
全
線
開
通
に
作

っ
て
単

な
る
通
過
町
と
な
ら
な
い
よ
う
、
企
業
誘

致
や
各
陣
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

P
R

M
M
忠
則
で
は
、

u本
で
初
め
て
と
聞
い

て
い
る
脱
．
小
川
の

「
小
川
中
山
知
焔
」
は、

大
い
に
脚
光
を
浴
び
る
と
思
い
ま
す
ω

観

た
・
出

・
向

・．
し
の
祁
同
体
が

一
体
と
な

っ
て
、
町
の
活
性
化
に
松
倒
的
に
取
リ
組

み
、
幻
叶
い
紀
を
創
造
す
る
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

圃
観
光
地
朝
日
町
を

聞
広
く
県
内
外
に

P
R

朝日町観光協会長

鹿熊安正さん（61歳｝

北
時
山
山
中
道
の
全
線
開
辿
は
、
北
陪

と
附
束
、
開
凶
、
点
北
へ
の
時
間
の
剣
山耐

を
も
た
ら
し
、
人
と
の
交
流
、
文
化
の
交

流
、
物
の
流
通
が
盛
ん
に
な
り
、
富
山
県

の
廃
業
、
文
化
、
教
官
の
発
展
に
大
い
に

氏
献
し
て
く
れ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

全
線
附
辿
に
伴
ゥ
て
、
明
日
町
が
単
な
る

ドド品川通
り
の
町
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
η

我
が
明
日
聞
は
、
中
部
山
元
回
立
公
園

の
白
馬

・
朝
日
岳
、
県
立
自
然
公
園
内
の

小
川
鼠
・
以

・
城
山
一
帯
、

宮
崎

・
境
海
岸

な
ど
、
凶荒，
r
を
通
じ
て
美
し
く
り
林
曲
ぜ
か
な

山
然
に
忠
ま
れ
て
い
ま
す
ω

ま
た
、
山
の

や
、
小
川
の
い
で
射
の
ギ
に
忠
ま
れ
て
い
ま

す
ω

こ
れ
ら

JK必
の
淀
川
州
を
川
叫
に
味
わ

な
ど
を
積
磁
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
観
光
商
で
は
、

四
季
折
々
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
行
っ

て
く
だ
さ

っ

圃

3
時
間
か
ら
4
時
間
的

自
観
光
コ
ー
ス
併
設
定
を

長谷川邦香さ ん
（位!l'f• 40綾）

パ
ス
ガ
イ
ド
と
い
う
職
業
柄
、
高
速
道

は
よ
く
利
用
し
ま
す
。
名
神
高
辿
道
路
を

初
め
て
利
用
し
た
時
、
富
山
に
も
こ
ん
な

立
派
な
高
速
道
路
が
早
く
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

7
月
の
全
線
開
通
は

夢
の
よ
う
で
す
。

開
通
す
る
と
、
束
京
へ
の
日
帰
リ
所
用

も
可
能
に
な
り
、
中
山
？
で
東
京
へ
行
く
こ
と

も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
凶
東
方
面
か
ら
観
光
パ
ス

で
来
て
、

小
川
川
以
や
字
袋
月
温
泉
、
山
一
…

部
峡
谷
を
巡
る

一
泊
二

uの
旅
行
の
場
合
、

朝

H
町
を
通
過
し
て
、
魚
涼
で
時
間
を
取

っ
た
り
、
上
越
の
鮮
魚
明
へ
寄

っ
た
り
し

て
、
時
間
調
盤
を
し
て
い
る
現
状
で
す
。

朝
日
岳
の
見
え
る
．
白
河
豚
美
術
館
・
不

動
主
遺
跡
、
笹
川
焼

・
赤
川
焼
の
焼
物
体

験
、
城
山
城
跡
や
宮
崎
海
岸
な
ど
を
取
り

－
高
速
受
通
時
代
の
街
づ
く
り

＠

え
る
所
は
、
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
υ

こ

の
山
山
な
悦
光
資
川
仰
を

Mm備
し
、
観
光
地

例
日
町
を
広
く
以
内
外
に
ド
円
れ
す
る
、
｝
と

。

が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。

げ

朝
日
町
観
光
協
会
で
は
、
統
致
引
い
い
部
七

会
、
調
査
研
究
部
会
、
イ
ベ
ン
ト
部
会
の
ト

寺
門
部
会
を
設
問
し
、
観
光
客
の
成
政
、
げ

料
品
口
仰
の
山
口
一い
い
、
硯
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
れ
乞

’

i
i

：
 

科
料
イ
ベ
ン
ト
の
金
一川
な
ど
制
し
た
刷
白
川

町
の
発
挺
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

一

ピ

屑
の
努
力
を
し
た
い
と
行
え
て
い
ま
す
。

十

園
高
速
亥
適
時
代
に

国
マ
ヴ
ヂ
し
た
町
お
こ
し
を

それ｛二女せして，
。
l
h
a
 

ノ

e
 

’》，、る

以
前
に
は
、
新
山
県
内
川
イ
ン
タ
ー
ま
で
一
一
一
斗
は
立

し
円
岡
山
山
一
で
行
き
、
新
潟
市
内
で
背
業
の
仕
業
一
引

を
し
て
、
ザ
日
注
中
の
長
問
山
、
州
崎
市
、
湖

上
越
山
な
ど
の
ユ

ー
ザ
ー
川
り
を
し
て
帰

判

宅
し
て
い
ま
し
た
。
A
ー
は
、
配
置
換
え
て
路

内
勤
と
な
り
、
勤
務
地
の
滑
川
市
と
自
宅
道

を
往
複
す
る
毎
日
で
す
。

北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
は
、
朝
晩

一閣

の
交
通
渋
滞
を
級
相
す
る
た
め
、
伝
の
よ
フ

う
な
述
除
隊
地
勤
者
を
川
神
的
川
被
労
か
ら
川
／

開
肱
し
て
く
れ
る
も
の
と
、
心
げ
ち
に
し

4

入
れ
た
、

3
時
間
か
ら
4
時
間
の
観
光
コ
」

｜
ス
作
り
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日

そ
し
て
も
っ
と
朝
日
町
を
P
R
し、

J
R
い

泊
駅
と
と
も
に
朝
日
イ
ン
タ
ー
が
観
光
の
市

入
口
と
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご

ま
た
、
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内
や
イ
ン
タ
同

｜
付
近
に
、
観
光
案
内
図
な
ど
を
設
置
す
リ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

ロクマ。

・・圃圃・・
キ舎
やま
乙，T
べ以
l上

d～唱・F官、 ふに
小川弘樹さんを P
（下野川） R 

や

。
品
H
N
SF
 

T
H
 
伝宣な’円日

b
u
v
N
 
絹向江4R
 

北
陸
自
動
車
道
を
利
用
す
る
機
会
は

少

切

な
い
の
で
す
が
、
年
に

1
・
2
回
、
社
内

た

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

ι

で
も
、
ほ
と
ん
ど
関
西
方
面
へ
向
か
う
こ
た

と
が
多
く
、
こ
れ
を
機
に
関
東
方
而
へ
も
り’U 

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

を

町
の
活
性
化
を
凶
る
卜
い
で
は
、
や
は
リ
論

観
光
を
主
に
進
め
る
こ
と
が
峠
過
と
思
い
世

ま
す
。
名
方
面
へ
行
き
易
く
な
る
の
で
す

か
ら
、
逆
に
米
易
く
な
る
の
で
す
。
今
ま

ツ

で
以
上
に
、
金
問
弁
地

へ
の

P
R
や
キ
ャ

ベ

ン
ペ

l
ン
に
力
を
注
ぎ
、
全
国
か
ら
多
く

ン

の
人
が
朝
日
町
に
米
る
よ
う
、
町
当
局
に

午

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。

・
昭
和
問
年
6
月
号

。



き
な
利
益
を
受
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

観
光
地
へ
の
旅
客
の
人
込
み
数
は
「
到
達

時
間
の

2
来
に
反
比
例
す
る
」
、
す
な
わ
ち

H

到
述
時
聞
が

l
／

2
に
な
札
ば
旅
符
は

4
杭
に
な
る
。
と
い
う
公
式
が
lμ

く
か
ら

－互
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
倍
、
4
併
は
と
も

か
く
、
内
部
国

・
北
川
時
点

・
卜
．
越

・
新
潟

打
山
か
ら
の
大
仰
な
旅
作
的
が
、
一
応
は

則

ωで
き
る
と
思
い
ま
す
む

た
だ
、
今
年

度
は
、
瀬
戸
大
崎

－
K
H
向
附

・
岐
阜
未
来

博
な
ど
、
国
内
的
に
も
大
小

ω余
り
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
観

光
客
の
動
態
も
こ
の
流
れ
に
あ
り
、
爆
発

的
な
旅
客
柚
は
望
め
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

徐
々
に
そ
の
効
果
が
現
わ
れ
て
く
る
も
の

と
身
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
下
奈
川
沿
京
で
は
、
昨
年
の

秋
ご
ろ
か
ら
、
関
越
と
北
隙
道
を
中
心
と

し
た
～
上
製
観
光
地
の
￥
買
や
利
用
料
金
を

入
れ
た

「
中
山
路
マ

ノ
フ

を
約

5
万
郎
作

成
し
、
関
係
機
附
に
配
付
し
ま

し

た

ま

た
、
北
間
以

・
新
山
内
心
向
で
山
向
～
H
．いいや

説
川
会
を
削
僻
し
た
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
必
、

新
問
、
新
山
県
内
の
パ
ス
な
ど
に
広
告
を

掲
載
し
た
り
と
、
広
範
な
P
R
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
，
さ
ら
に
、
旅
館
地
ぷ

－
高
速
受
通
時
代
の
街
づ
く
り

⑪

の
用
改
築
と
と
も
に
、
道
路
整
仙
や
各
時

標
識
の
設
店
な
ど
、
受
人
体
制
の
料
備
に

も
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

制

U
則
も
新
川
広
域
観
光
の
拠
点
の
一

っ
と
し
て
、
必
ま
れ
た
海
山村山似
を
判
別
し

た
レ
ジ

ャ
ー
ラ

ン
ド
の
税
備
や
史
跡
の
顕

現
、
川
凶
山
氷
川
和
介
な
ど
、
観
光
州
に

一
一M
M

を
入
れ
て
い
た
た
き
、
米
か
ら
の
山
助
ぃ
山
r

辺
利
川
存
が
、
例
え
ば
下
奈
川

へ
い
氷
る
州
場

介
、
県
部
イ
ン
タ
ー
て
は
な
く
制
け
イ
ン

タ
ー
で
来
降
す
る
こ
と
が
、
必
然
と
な
る

よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
る
、』と
が
肝
要
と
思

い
ま
す

圏
全
線
開
通

圏
一持
と
か
ら
見
マ

f

集特

宇奈月温泉観光協会長

横川英男さん

北
陸
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
と
、

わ
紘
市
町
村
や
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
地
は
大

定
ろ
う
歩
こ
う
「
北
陸
自
動
車
道
」

7
月
2
日
（
土
）
・

3
日
（
日
）

高速交通時代の街づくり

・サイクリングの受け付け

Id:. r参加票Jを持って．午後
1時～己防まで，こちらへ0
・2時を過ぎると大会に参
加できません。

・受付時に記念T
シャツを渡します。

・歩こう会で親不

知 ICから歩かれ
る方は，4時まで
役場においでくだ

さい。

・各会場には駐車

場が少ないので，

役場前駐車場をご

利用くださし1。

問
い
合
せ
は
、
役
場
総
務
課

町
で
は
、

7
月
2
日

・
3
日
に
北
陸
自
動
車
道
の

全
線
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
前
夜
祭
L

「歩

こ
う
会
」

「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

会
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
北
陸
道
の
全
線

開
通
を
祝
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
朝
日
町
」
の

名
を
全
国
に
知
ら
し
め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ここは，

歩こう会の催し

会場です。

仮装行列はここで／
｛ア時四分～BB寺の予定）

（

E
M
I
－

－

0
0
内
線

2
0
6） ・マラソン大会会場

・ゼッケン受付7月E日比）午後1時～5時
ア月3日日）午前ア時～日時

・開会式7月2日午後5時～
・閉会式ア月3日午後2時30分～
・舌部門1位～10位までを
表彰するほか，完走者全員

1こ「完走証」と記念品贈呈。

r、、。

」

イ受．

祭

－
4

則
一
・
日
時

7
月

2
日
（
土
）
午
後

6
時
初
・
分

1
午
後
8
時
叩
分

一
・
会
場

朝
日
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

（

雨

天

総

合
体
育
館
）

－
・
内
容

県
警
音
楽
隊
の
ド
リ
ル
演
奏
や
郷
土
芸
能
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
賞
口
聞
が
当
た
る

「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
や
町
特
産
品
販
売
等

の
出
店
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り、

参
加
者
全
員
が
来
し
め
る
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
す
。
（
な
お
、
山
山
コ
ー
ナ
ー
は
午
後
5
時
ぬ
分
に
開
山
し

ま
す
。）

・
参
加
は
自
由
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

司
お
は
よ
う
ハ
イ
ウ
エ
ー
歩
こ
う
会

一
－
日
時

7
月

3
B
（日
）
午
前

5
時

（
た
だ
し
、
組
不
知

I
C

一
か

ら

歩

き

た

い

人

の

た

め

午

前

4
時
凶
分
に
役
場
前
か
ら
パ
ス

一
が
出
ま
す
。）
1
午
前
9
時
（
山
天
決
行
）

－
コ
ー
ス

北
陸
自
動
引
道
小
吏
似
設
道
路

i
越
中
境
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
付
近
。
（
税
不
知

I
C
か
ら
渉
く
人
も
い
ま
す
。）

－
内
容

も
ち
ろ
人
歩
く
こ
と
が
主
体
と
な
り
ま
す
が
、
仮
拙
旗
行
列

や
越
中
境
パ
ー
キ
ン
グ
で
の
悩
し
物
も
あ
り
ま
す
。

－
参
加
は
自
由
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
ハ
イ
ウ
エ
ー
マ
ラ
ソ
ン
あ
さ
ひ
大
会

－
圃
日
時

7
月
3
日
（
日
）
午
前
日
時
ス
タ
ー
ト

－
コ
ー
ス

捌

u
I
c
－
－
柑
不
知

I
C
l
明
日
町
民
総
人
口
ザ
ク
ラ
ウ

ン

一
ド

（折
り
返
し
の
未
公
－
d
コ
l
ス
）

－
・
種
目

①

4
2
・
1
9
5
M
コ
ー
ス

（
男

f
）、
②
却し
附
コ
ー
ス
（
男

一
子
の
部、

k
干
の
部
）、
③
日
川
コ

ー
ス

（
川
州
政
以
上
回
チ
の
郎
、
女

f
の
部
、
尚
校
男
子
の
品
、
い
け川
校

k
fの
部
）、
④
5
M
コ
ー
ス

（
中

乍
男
子
の
部
、
中
小
久
チ
の
部
）
、
⑤

3
M
コ
l
ス
（小
学
男
ず
の
郎
、

一
小
学
女
「
の
部
）

一
・
参
加
資
格

小
学

5
年
生
以
上
の
健
出
席
な
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
。

－
申
込
先

制

U
町
教
台
委
い
民
会

（

E
m
u－
－

0
4
）

－
申
し
込
み
締
切
円

6
川

6
H
（月
）
定

H
（
2
、
0
0
0
人
）
に
達

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ハ
イ
ウ
エ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

－
日
時

7
月

3
け
（

H
）
午
後

3
時
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

－
コ
1
ス

北
陸
肉
動
車
道
小
吏
仮
設
道
路
（
入
場
）

1
親
不
知
イ

一

ン
タ
｜
（
折
り
返
し
）
往
復
約
犯
し
阻

－
申
込
先

県
内
の
自
転
車
販
売
店

－
申
し
込
み
締
切
円

6
月

3
U
（
金
）
定
只
（
l
、
5
0
0
人
）
に

一
述
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

－
昭
和
閃
年
6
月
号

⑪



” 
‘泊芸妓の皆さんがあでやかな手踊りを披露

可V

－
カ
メ
ラ
歓
歩
＠

‘
泊
芸
妓
の
由
美
さ
ん
が
熱
唱

,..,. 、
d

司
カ
ラ
オ
ケ
の
曲
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
を
踊
る
人
も
。

主催
泊朝朝 ；：メ
料日日 降、
亨町町
協主観
聞き光
組ム協
J、.40・.0
a~~ 

一‘j：二朝最日後
町に
’7て."'!::!:" 、τE
締妓
めさ
くん
く全
り員
まσ〉

たま

令力メラ散歩令

楽しみがまたひとつ

昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
小
川
温
泉
夫
望

閤
横
で
行
わ
れ
て
い
た
1

観
桜
会
L

が
、

朝
日
町
1

減
山
桜
ま
つ
り
L

と
し
て
復

活。

5
月
4
l
目
、
標
高
2
4
8併
の
域

山
頂
上
広
場
で
、
約
4
1
、
5
0
0人
の
町

民
ガ
参
加
し
、
盛
大
な
花
の
宴
を
繰
り

広
げ
ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
昔
懐
か
し
い
観
脳
会
を
復

活
し
て
町
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う

と
、
町
観
光
協
会
・
町
商
工
会
・
泊
料

亭
協
同
組
合
ガ
企
画
・
主
催
し
疋
も
の

で、

減
山
開
き
の
神
事
の
後
、
午
後
2

時
巳
開
幕
し
ま
し
た
。

会
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
特
訓
を
重
ね

て
き
た
芸
妓
さ
ん
の
組
曲
お
国
自
慢
、

寸
花
の
朝
日
町
L

寸
越
中
お
わ
ら
ヘ
越
中

音
頭
」
怠
ど
、
あ
で
や
か
な
手
踊
り
が

彼
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
飛
び
入

り
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
怠
り
、
た
く
さ

ん
の
人
ガ
熱
唱
し

宴
を
盛
り
上
げ
、

楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
定
。

V主木きみさんV水島昭正さんV植木昭雄さん

V扇谷宏、明さん

む
＇／，~ 

V水島幹夫8んマ泊芸妓のまこと さん V富樫愛子8ん

－F 入善
警
察
署
長
の
高
田
さ
ん
も
美
声
を

－
昭
和
臼
年
6
月
号

＠



謙
信
没
後

の
新
川

新
川
地
域
の
椎

名
が
上
杉
の
勢
力

F
に
あ
ゥ
た
の
は

水
u
m
7
年
（

1
5

6

4
年
）
ま
で
で
、

水
u
m
9
年
に
飛
騨

方
而
か
ら
武

m勢

が
以
人
し
て
松
倉
域
を
攻
め
、
維

名
域
胤
の
次
男
亀
松
丸
を
質
と
し

た
た
め
、
武
田
信
玄
と
結
ん
で
上

杉
に
刈
抗
し
た
ら
－
水
抹
ロ
年
（

1

5
6
9
年
｝
越
後
一
小
が
似
人
し
て

枇
名
版
胤
は
結
刊
す
る
が
、
松
介

械
を
折
て
て
逃
れ
、
広
む
2
年
（
1

5
7
1
年
｝
に
は
．
時
的
…
沖
地
を

咋
凶
し
た
も
の
の
敗
れ
、
ぷ
．
止
4

年
に
辿
沼
城
で
没
し
て
い
る
。

議
日
加
は

U
玄
の
巧
な
一
向

一
撲

の
指
仰
と
、
信
濃
卜H
．
由
に
対
す
る

作
成
の
た
め
に
、
れ
糸
ぶ
を
進
げ
に

く
か

勺
た
が
、
，
大
正
厄
年
・
（

1
5

7
3
年
）

4
日
、
じ
ト
ぷ
が
没
す
る

と
、
大
正
4
年
選
中
に
入
り
能
登

を
平
定
。
翌

5
年

一
時
帰
国
し
た

が、

7
月
再
び
能
な
・に
入
り
七
尾

域
を
陥
し
て
、
川
越
能
．こ
か
凶
を

点
l

定
し
、

f
x
r比
6
年
｛

1
5
7

0
0
年
）

3
川
作
け
山
城
で
没
し
た

．
U
、
品
川
－
f
H

止
ま
、
パ
ト
仏
市
J

’

t
i
l
i－

－

－
－

7
 

没
し
て
市
氷
山
間
地
む
の
心
配
が
・7
す

く
な

っ
た
の
に
来
じ
て
越
前
を
攻

略
竺
浅
井

・
制
倉
氏
を
滅
ぼ
し
、

鎌
一
い
の
没
後
、
山
刊
紙
的
に
北
陪
に

位
入
し
、
越
前
に
長
川
勝
家
、
能

校
に
前
回
利
家
、
桂
小
に
佐
々
成

政
を
配
し
た
。
新
川
地
む
に
は
、

越
後
の
上
杉
景
勝
の
勢
力
が
残
勺

て
い
た
の
で
、
魚
津
城
、
松
倉
城

が
山
川
似
の
中
心
と
な

勺
た
が
、
い

す
れ
ら
い
ベ
北
川
年
に
山
市
城
し
た

本
能
h
J
の
変
後
円
以
舟
山
は
、

越
中
に
佐
々
成
政
を
配
し
、
成
政

は
笛
山
城
を
川
城
と
し
た
が
、
．大

正
日
年

（
1
5
8
5年
）
新
川
一

郎
に
減
封
。
次
で
．末
比
均
年

（
1

5
8
7
年
）
肥
後
に
将
付
さ
れ
、

文
砧
4
年
前
川
利
家
が
新
川
郎
を

い
却
ヲ
つ
～
』
C

uu
目、，
o
’A

－－
e

’’

町
政
施
行
却
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

す
手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

課
掛
醤
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宮
幻

1
1
0
0

内
線
2
0
4
番）

刻
e
町
捗
《

側II町氾 tI f;s;; 

臼 11:.~ 

11111 あ本たの

や
ま
び
こ
通
信
と
は

ま
ち
を
良
く
す
る
の
は
、
日
払
た

ち
が
ハ叫
ん
で
い
る
制
口
町
を
愛
し
、

住
み
よ
い
環
境
作
リ
を
願
、
っ
皆
さ

ん

一
人
一
人
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
背
さ
ん
の
怠
け
ん
や

要
望
を
川
に
い
い
え
る
十
刀
法
は
、
町

U
K
と
げ
叶
川
す
出
い
や
川
市
一
峨
会
必
は
の

ん
お
よ
び
地
以
の
は
け
れ
を
泊
じ
る

の
窓

μ
に
ら
山
い

て
あ
り
ま
す

「
町
長
へ
の
た
よ
り
」
と
い

勺

て
も
、
か
し
こ
ま
る
こ
と
は
あ
リ

ま
せ
ん
。

H
ご
ろ
か
ら
思

っ
て
い

る
こ
と
を
辿
い
い
削
紙
に
記
入
し、

－
一つ
に
折

ゥ
て
ノ
リ
付
け
し
て
ホ

ス
ト
に
入
れ
る
だ
け
で
す
匂
切
干

を
は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
G

通

一
恒
を
待

勺
て
い
ま
す
。

情
報
を

ま
た
、「
山
リ
分
の
町
内
で
こ
ん
な

こ
と
を
や
る
」
「
ぜ
ひ
広
報
あ
さ

ひ
に
拘
似
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」

、
何
か
に
唄
．拾

っ
て
い
る
人
が
い

る
」
も
ど
の
山
鰍
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
J

仏
蹴
係
に
ご

一
怖
を
、
必
ず

う
か
が
い
ま
す

I・ If.,,. 

皆さんのti：見や要望をfliJい，町政に反映して住みよい町－づくり

を進めるため．町長へのたよ り「やまびこjfil信」を設けています。

「やまびこ通イパ」は，広報あさひ5月号と－＊Yrに皆さんのお千も

とに配付いたしました。

!DJを良く する辿説的な意見を，
ー
ー』

提
案
は
有
効
巴

ー
や
ま
び
こ
辿
い
」
で
宿
せ
ら

れ
た
悦
業
す
べ
て
に
町
以
が
同
を

辿
し
、
担
中
1
省
に
そ
の
処
理
を
桁

ぶ
し
ま
す
。
指
示
を
受
け
た
利
点
一
．

い
れ
は
、
内
容
を
十
分
に
調
先
、
験

斗
川
し
、
ザ
能
な
も
の
か
ら
処
即
日
し

て
い
き
ま
す

ま
た
、
そ
の
処
則
卜
刀
法
は
、
た

よ
り
を
寄
せ
た
人
に
お
知
ら
せ
し

て
了
解
を
得
る
よ
、
7
に
し
て
い
ま

す
d

さ
ら
に
、
そ
の
中
で
皆
さ
ん

に
広
く
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
広
知
あ
さ
ひ
で
川
和
介
す
る
こ

と
に
な

勺
て
い
ま
す

作
乍
ト
広
ニ
＋
晶
、

u口
人

引
け

ιー
さ

t

u
i
－

－

l

a
：
』・・

：
J

か
ら
川
件
の
ぷ
は

・
叫
引
が
あ
リ

ま
し
た
が
、

ω年
伐

（
加
入
の
持

さ
ん
か
ら
別
件
）
に
比
べ
る
と
下

減
し
ま
し
た
・
』
れ
は
、
H

ま
ち
が

良
く
な

ゥ
て
寄
せ
る
問
題
が
無
く

な

勺
た
々
と
い
・
7
こ
と
む
ら
良
い

の
て
す
が
；：：・・・
‘

どしどしお寄せください。

「
通
信
」
待
っ
て
い
ま
す

「
や
ま
び
こ
泊
伝
」
の
同
紙
を

広
報
あ
さ
ひ

5
川
口
ヅ
と

一
緒
に
、

持
さ
ん
の
お
毛
に
お
届
け
し
ま
し

た
、
ま
た
、
役
場
住
民
諜
の
窓

u

や
老
人
一
川
社
セ
ン
タ
ー
、

M
M．セ

シ
タ
｜
、
町
民
総
A
N
体
行
航
、
広
い

川W
防次
山
治
セ
ン
タ
ー
棚
山
杭
な
ど

ー
す，. f 

卜
刀
法
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
十

で
J
U

、
ぜ
ひ
利
川
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
が
、
こ

の

『
や
ま
び
こ
辿

じ
」（
町
長
へ
の
た
よ
り

）
て
す

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
に
対
し
、
や
ま
び
こ
の

よ
う
に
“
す
ぐ
に
対
応
し
た

い々

と
の
主
古
で
、
，
や
ま
び

こ
通
伝
」

と
名
付
け
、
昭
和
同
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す

T S 月号の広報あ~ひと 一緒に．皆さんの

お手もとにお届けした「やまびこ通信」
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巴回目・日目

一一J
j mn ~rrn 

・・・・9・.，，， . 
”ー．‘’＇ ' 

1111 IいllfiJ'l F I 133 

平月間町長怜

に」
•·r· －~1.•-

h
F
 
餓ん

企

さ

v一
ω
摘
み
保
れ
久
こ
大

A凡S'"WE民L
2‘ぃ8
ユ‘・・B
3、..c., 

－
や
ま
び
こ
通
信

＠

広
報
ク
イ
ズ

⑬

題

①
北
陸
自
動
ぃ
県
道
が
全
総
開
通
す

る
の
は

い
つ
か
？

＠

7
M
l
円
、
⑮
7
月
日
U
、

O
7月
初

H

②
制
け
l
C

1
名
し
り
…
谷
浜
I

C
川

の
距
離
は
？

＠
印
件
、
⑮
叩
庁
、

0
5
9
・
5
円

③
北
陸
自
動
半
道
全
線
開
通
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
は
？

③
7
H
2
・
3
H
、
⑮
6
月
2

3
川
、
。
。
れ
川川
2
・
3
H

（
2
ド

i
U
い
の

「判
取
／
刈
述

ぃ
父
旭
川
代
の
山
づ
く
り
‘を
参
川
…
｝

〔応
募
方
法
〕

－Rは
が
き
に
科
え
の
記
号

（例
①

③
、
②
ー
⑮
、③
ー
。

て
作
所
、

氏
’
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送

勺
て

く
だ
さ
い
。
’伯
仲し
間
正
解
め
人
の
小

か
ら
州
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

－
R

あ
て
先
、
一T
9
3
9
1
0
7

朝
日
間
近
下

1
1
3

3
番

地

朝

u町
役
場
内

佑
書
広
報
係
あ
て

＊
締
め
切
り

1
6月
日

H

占円
前
一
川
の
正
解
は
、
①

i
⑮
、
②

｜
⑮
、
③

1
0
で
し
た

州
せ
ん

の
い
新
米
、
川
崎
川
文
こ
さ
ん
（
別
此
て

一
半
同
和
夫
さ
ん

（
辺
政
｝、
ト
人
久
保

太
郎
さ
ん
（
は
議
）
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

t
 

h
h
e
3
 

H
j
』

『

，

t
向
申
ゆ

同
帽
胡
町

、

，“‘

，司
1
J

、

ハ
ω
i
a
D 』司

蓮
沢
静
絞
さ
ん
（恰
歳）

4

司
東
山
優
子
さ
ん
（日
歳
）

意h

－
昭
和
白
年

6
月
号

＠



東軍聖子の松岡巌~んの長女由貴子ちゃん

(S.57.1.5），次女絵美ちゃん（s. 59. 
12.22）長男洋一郎くん（S.62. 3 .28) 

ばく長男の洋一郎です。 liたに

な I）ました。いちばん左側で，ン

ブイiWをしているのがぽ〈 。どう

か勺こし、L、でしょう 。

まん中の小さいおねえちゃんが3

訟の絵美ちゃんだよ。孜なんか二

人で．いつまでもさわいでいるか

ら，パハやママにしかられちゃっ。

泌たふりするけど．やっぱ 1）遊び

たくなうて、そっとふとんをぬけ

山すんだ。

いちばん右で！＇ I~＼！； !}iに来ってい

るのが，大きいおねえちゃんの付l

n fちゃん 6J況だよ。 とてもやさ
しくて‘いつもだっこしてくれる

けど，す〈「だめよ」ってママみた

いなこと言うんだ。チピママ勺て

とこかな。

ぱく男の子一人だから，早〈大

きくなっておねえちゃんたちを守

勺てあげ‘るんだ。だから何んでも

いっぱい食べるんだ。

みんなの

・みん怠の広場PEOPLE 

勝
原
康
範
さ
ん

南
保
越
（
お
歳
）

一＊

ンタ

高
校
を
卒
業
し
て
か

n
H
U
ら
も
う
同
年
。
学
生
時
代

n
H
H
L
大
阪
に
4
年
。
そ
し
て
、

一

ら

金
沢
に

9
年
、名
古
記
に

一

1
3年
と
、私
の
弱
年
の
人

一

幻

生
の
半
分
近
く
は
県
外

＊

＋
何

で
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

例
日
町
を
出
た
と
き
は
単
身
で

し
た
が
、
昨
年
、
必
と
．
k
m、
長

女
の

4
人
家
政
に
な
勺
て
民
っ
て

き
ま
し
た
。
今
は
、前
に
円
ぶ
・
小
川
、

後
に
北
ア
ル
プ
ス
述
峠
と
向
然
に

凶
ま
れ
た
環
境
で
、
J
T
供
た
ち
が

ス
ク
ス
ク
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
長
女
の
こ
と
で
す
が
、

保
古
川
に
何
日
正
気
に
通
う
よ
う

に
な

っ
て
ホ

y

と

一
安
心
し
た
あ

る
け
、
川
体
行
刈
か
ら
刈
っ
て
未
る

や

「
O
Oち
ゃ
ん
と

O
Oシ
タ
が

イ

ッ
ソ
ウ
と
ト
ペ
パ
で
吉
勺

た
と

き
に
は
、
家
の
お
全
員
大
笑
い
し

ま
し
た
。
長
男

・
長
女
と
も
い
間
保

め
了
に
成
リ
切
っ
た
よ
う
で
す
。

私
は
と
言
う
と
、
あ
る
き

っ
か

け
で
錦
鯉
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

休
討
に
は
ビ
ー
ル
片
干
に
、
庭
に
咲

く
川
手
の
化
々
と
池
の
糾
の
成
長

を
栄
し
む
A
I
H
こ
の
ご
ろ
で
す

Q

匂
ゐ
包
向
umU
8

さ
わ
や
か
さ
ん

まちの
たから

しゃ；~ '!,.!!f; il行世さ太イ・月 ぃ 1f・60れと会びあ
今て県成大 .1・紀れ閑 vw10結ま Ill令政まし民去る平
年きの式会会持た山本日成す ）~ f¥：してのの平柳
もま行典 」、ーi：此 「 ラ納の以 。でまた昭税 ＿ilii"初｜！神
し事 」 「m：会にンは秋来 桃で 。和時 lえの楽
Tiたにな切1の 」、つドも祭 、 成 、会 50をに御会
5 ＂もど日「制ぽでとり U さ lllii¥.H年凶努 －（ は
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極数役 了トー 町新 i崖 ソ、 ~f:~i 10 てい 20月こるの郷
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供 にく新能 ~企話＝ 代紡き？存芸
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つ j立科IIいをも 11~Wf'P河三五」 而町出 14刊の高
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桃の ー 土ら年機回でてと 、たとを台て大 「 V!f.民
す lll：層芸 、1-Jjにのす い湾最 。が受出円競第を休
る i・＼発能永と今受 。る 1）尚ー会で口県 Fiii( 13← 育
たに展 の年 j主 ｛変質 とをの員きす知し、会 1rr1:hl:館

」いにで

にき柴
制いめ県

スポットライト
日
本

越

間

勲
さ
ん

（道
下

－
M
W
歳
）

の
鯉

4
H
3
目
、
北
九
州
市
小
作
で

聞
か
れ
た

「第

6
M
錦
鯉
全
凶

右
側
別
品
評
会
」
で
、
越
同
勲
さ
ん

（糾
日
町
道
下
）
の
出
品
し
た
H

九

部
大
正
三
色
作

（
h
色
め
地
肌
に

亦
と
m一
…
の
脱
線
が
入

っ
た
も
の

）

が
、
山
山
県
で
は
初
め
て
全
体
総

人
い
雌
勝
に
制
刊
さ
、
山
林
水
応
大
川
代

おおむらきょう二

大村教子さん（宮本町21歳）

・圃・圃圃圃圃圃圃園町

女勤務先

山山地}j鉄道側健康保険k:lt介

＊趣味 女血液型 A叩I

茶i立 女星座名

＊家族構成 i~U：モ

，，，，ト.?;llと妹 ・!f；の5人家峡

． 
み
・ん園田固

な
の
広
場
p 
E 
0 
p 
L 
E 

＠ 

め
、
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
大
競
演
会
に

4

『
参
加
し
だ
会
員
た
ち

理

F
I

企

日本一に輝いた鍵

.... 
お喜びの越閉さん

J
U
H
を
受
抗
さ
れ
ま
し
た
。

越
川
さ
ん
の
山
川
し
た
加
は
、

2
年
前
約

ω勺
の
叫
に
購
入
し
た

メ
ス
鯉
で
、
現
代
の
体
長
は
町
村
，。

純
白
の
肌
仁
川
体
的
引
の
三
段
緋

（三

部
分
に
分
か
れ
た
あ
ざ
や
か
も
亦

色

）
と
剛
被

（烈
色
｝
の
配
所
や
色

合
い
の
・
以
さ
い
か
認
め
ら
れ
、
人1
凶

の
れ
に
な

勺
た
と
か
b

と
こ
ろ
で
、
越
川
さ
ん
は
、
ふ
れ

物
山
粍
叶
（
当
時
）
と
い
、
つ
社
引

が
ら
、
よ
く
新
山
県
に
山
か
け
た

こ
と
か
ら
側
に
興
味
を
持
ち
、
昭

和
刊
年
か
ら
議
制
を
航
め
た
そ
う

で
す
ι

や
は
リ
、
む
い
時
か
ら
長

勺
ハ
ち

い
年
月
の
間
に
培
わ
れ
た
。
白
砂

が
、
今
凶
臼
本
一
に
締
い
た
悌
け

つ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た

Mmを
制
う
こ
と
で

一
昏

慨
し
い
の
は

「
水
行
内
し
で
、
「
水

で
す
べ
て
が
決
ま
る
と
パ

っ
て
も

過
パ
で
は
な
い

」
そ
う
で
す
め

2

年
山
川
に

L
折
谷
行
さ
ん
の
例
が
州

別
の
日
本

一
に
附
い
て
お
り
、
山

山
は
水
し
か
い
い
か
ら
良
い
糾
が
育

つ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

昔
、
て
越
閉
さ
ん
は
、

「店
の
赦

也
ニ
ゆ
ド
トり，

’
η
山
u
bwiT
ー
っ
て

j
i
j
e

e
4
t
i

f
f

，
 

お
存
さ
ん
に
けん
て
も
ら
お
う
と
、

収

ι大
引
の
例
を
集
め
て
い
る
t

と
こ
ろ
た
そ
う
で
す
。

II｛｛相60年 3Jlにi(I高校を卒業し

｜司王手4J J, 山山地方鉄道 （株）に

入社。羽イr:tム地欽の健康保険制

イ？で庶務係として勤務。｛｜：・J·~は、

地J::J,;収Hの資栴の得喪から扶長x・
の，l:!-4：などをli1.当。

/i'' 11~ J註 ・ 鷺山 ・ テニスに~！·I味

をも っているそ うですが，r rHi校

II.~：代のふ； 人がY K Kの山，＇／；・古I＞に1ifr

Mしていて‘いろんな山の訴を聞

かせてくれるのと．制LIllf fにf・i：ん

でいながら糾日11・に援勺たことが

ないので．ぜひ朝日叫に盆ゥてみ

たい」そうです。結婚については、

「まだl’t:if/IJに巧えていませんが．

スポーツ針きで心の広い人ならJ

とのよとでした。

カザ7悌登場
．今月の戸ツ熱カップル

迷吹
長 崎 J さん・蛭昔
思；子

川
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
て
、

お
心
い
に
姿
し
か
知
ら
な
い
問
州 ｛京子8ん（；i,入善町入絡の出身）

－v結
婚
さ
れ
た
巴

昭
和
日
年
4
月
刊
日

－v交
際
期
間

約
2
年
半

－
出

合

‘、‘．』し

毎週土・日，100回以上のデート

んよう交 「か
もうな l：祭デら
」に人を｜
なしだ月l ト突
イしてとしし然
宇い j[i:込よ j主
Vたずみう岐
＼ 主主力、 、カ温 さ

片ザな i首
こ．さいそとカ{ 

と
そ
の
後
、

0 デ i~＇il
O I 
lulト ＋
以 ll/r1
L 2 II 
l子 i:f.か（J
'f 'I士制と
？で 11/ilん
£. 、IIど
"., 1 に fo:

結
婚
を
決
め
た
の
は

川
必
岐
さ
ん

「
こ
の
人
し

か
い
な
い
／

一
・尽

f
さ
ん

「た
よ
り
が
い
が
あ

勺
て
、

や
さ
し

い
人
だ
と
忠

勺
た

か
ら
」

一
－
昭
和
白
年

6
月
号

＠ t-z 



整理
求人戦 議 年齢 賃金 性男lj就業場所

採用 資免絡経験
番号 人数 E午型事

ノT 百E 30～65 
10. I 方円

男
入善町

2 不 間
～17.6 青木

2 運 損控 工 50～60 14.1- 男
朝日目I

不 間
平柳

3 製 キオ エ 18-44 
11.6 

男
朝日町

6 不 間一187 東3草野

申 lie 違 18～35 21.0- 男
入善町

官奇通免許
上飯野

5 コンデンサー製造工 18～50 
14.0 

；号
入巻町

3 不 問ー17.3 新産

6 歯 手十 E力 手 18～30 
10.0 

女
朝日町

マ筒雪司？ 卒
～ 12.0 道下

7 袋 i吉 ヱ 18～55 10.0- 女
朝日町

不 問
宮崎

8 頬 守主 店 員 18～25 10.2～ 女
入善町

2 潟 卒
14区

皆
さ
ん
の
善
意
を

「
善
意
銀
行
」
ヘ

「善
意
銀
行
」
を
ご
存
知
で
す
か

仏
た
ち
の
心
に
は
、
よ
リ
良
い

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
で
何
か
協
力
し
た

い

と
仰
ぐ
っ
普
志
の
試
持
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
こ
う
し
た
尊
い
善
意
の
心

を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
、
役
立
て

た
ら

い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
場
合

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
と
き
の
た
め
に
普
立
銀
行

が
あ
り
ま
す
。

リ一
嵩
窓
銀
行
は
、
皆
さ
ん
の
善
意

の
志
を
、正
に
…
悩
祉
の
面
に
生
か
す

た
め
、
そ
の
仲
立
ち
を
す
る
民
間

の
団
体
で
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

コ
青
年
圏
内
研
修
生

山
年
利
五
の
友
怖
を
深
め
る
と

と
も
に
、
相
極
的
志
社
会
参
加
と

J

同
年
間
体
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
町
内
の
青
年
を
県
外
に
派

泣
す
る
「
背
年
凶
内
研
修
」
を
行

ホット求人情報

が
そ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

善
意
の
志
は
浄
財
・
物
品

・
特
志

善
意
銀
行
に

「善
志
の
・
志
」
と

し
て
預
託
（
寄
贈
）
す
る
内
容
は

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

一

応
の
区
分
と
し
て
は
浄
財
（
お
金
）
、

物
品
、
特
志
（
献
体
、
献
服
な
ど）

に
分
け
て
い
ま
す
。

－
浄
財
一
般
の
篤
志
金
、
香
典

泌
し
、
小
銭
貯
金
、
バ

ザ
ー
や
催

事
収
説
全
、
誕
生
U
献
金
、
拾
持

物
報
労
金
な
ど
。

－
物

品

各

相

生
前
用
品
、
福
祉

介
必
用
日
パ
、
ぞ
、っ
さ
ん
、
使
用
消

切
千
な
ど
。

－
特

ぶ

献

体

、
献
阪
な
ど
の
志

を
仲
立
ち
す
る
ほ
か
、
念
日川
以
外

の
特
別
な
J

心。

善
意
は
－
で
つ
し
て
活
用

皆
さ
ん
か
ら
附
託
し
て
い
た
だ

く
普
立
の
金
品
は
、
そ
の
志
を
前

か
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
削

託
の
際
に
そ
の
趣
旨
を
お
尋
ね
し
、

次
の
い刀
法
で
取
り
掛
っ
て
い
ま
す
。

・
桁
定
預
託
例
え
ば
、
主
人
ホ

ー
ム
へ
の
寄
贈
、
各
福
祉
凶
体
活

動
へ
の
援
助
、
災
害
義
援
金
、
交

通
遺
児
へ
の
援
助
な
ど
、
皆
さ
ん

か
ら
指
定
さ
れ
た
活
用
先
に
お
届

け
す
る
鼠
託
。

－
一
般
預
託
特
に
使
途
指
定
が

な
く
、
社
会
福
祉
に
有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
預
託
で
す
。

い
ま
す
。
撚

っ
て
参
加
を
。

研
修
地

回
半
伊
東
鞍
背
年
の
家

研
修
期
間

6
月

μ
日
（
金
）
か

ら
6
月
お
日
（
日
）
ま
で

参
加
資
格

朝
日
町
に
住
む
青
年

（初
人
ま
で
）

参
加
費

5
、
0
0
0
同

申
込
期
限

6
月
刊

H
（金）

受
け
付
け

朝
日
町
教
育
委
員
会

な
お
、

6
月

M
日

（
火
）
、
6

月
幻
日

（
火
）
の
両
日
、
午
後
7

福
祉
募
金
に
協
力
を

例
年
、
福
祉
関
係
募
金
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

今
凶
は
、
春
期

・
秋
期

・
歳
末

の
各
非
全
の
っ
ち
の
者
畑
山
け
が
人
主
で
、

区
長
会
に
お
治
り
し
、
各
町
内
会

長
さ
ん
を
通
じ
て
6
月
中
の
必
金

を
お
刷
い
し
て

い
ま
す
。
比
内
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
期
募
金
内
訳

日
本
ぶ
十
下
社
代

3
1
5
円

県
滋
同
神
社
本
計
会
政

2

5
川

町
社
会
悩
枇
協
議
会
技

（前
期
）

1
9
0
円

5
3
0
可

福
祉
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
制
社

団
体
会
員
の
社
会
参
加
と
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
増
進

・

生
活
の
明
朗
化
を
促
す
と
と
も
に

団
体
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

第
日
目
朝
日
町
稲
祉
団
体
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

6
月

ロ

日

午

後

1
時

場
所

町
教
育
文
化
会
館
体
育
館

参
加

町
福
祉
団
体
会
員

催
し

楽
し
い
団
体
ゲ

l
ム
、
賞

ロ
仰
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

時
初
分
か
ら
間
一
川
社
セ
ン
タ
ー
で

中
前
研
修
を
行
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
戸

‘・ くわしいことは．魚沼公共総費量安定所草月白分玄 tt82-0l98へお問い合わせ〈ださい．

V
万
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

（
V
T
R
M
M作
）
で
は
、
町
内
の

史
跡
、
天
然
記
念
物
、
れ
仏
な
ど

の
文
化
財
や
行
Z
’
を
収
鉢
し
て

い

ま
す
が
、
ナ
レ
ー
タ
ー
（
説
明
を

す
る
人
）
が
い
ま
せ
ん
。
ナ
レ
ー

タ
ー
担
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
捗

集
し
て
い
ま
す
。

V
カ
ラ
オ
ケ
、
来
保

（ギ
タ
l
、

大
正
午
な
ど
）
の
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

両
方
と
も
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
官

邸

I
0
5
7
6
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
福
祉
団

体
役
員
か
民
生
委
員
に
。

回
年
度

賛
助
会
員
加
入
状
況

日
年
度
の
間
社
協
の
賛
助
会
員

に
次
の
ト
々
々
か
ら
加
入
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。
（敬
礼
称
略
）

－

h
・木
俊
夫
、
肘
波
千
古
郎
．
ぬ

端
氏
子
、
問
中
川
人
イ、
氷
見
み
さ
、

荒
川
山
子
、
十
八
公
HM
f
、
ト
ザ
出
モ

ト
エ
、
東
と
め
、
L
L
杉
ハ
ル
エ
、

松
介
悦
子
、
加
山
勝
敏
犬
、
加
必
文

f
、
川
必
八
郎
、
木
’M
丈リ
中川
、
以

上
回
名
（凶
U
）（

5
川

ω
H収
作
）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
相
一
当
民
生

安
弘

（
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
昭
如

位
年

l
Hサ
参
附
…
）
ま
た
は
間
社

会
悩
祉
協
議
会

（
宮
部
I
0
5
7

6
）
へ
。

おりがとうおたたかい怠

＠ 初日町善意銀行
( 4月16日ー 5Fl 10日）

' ＼フ境のレストノ、ウス日本d止さんか

！ ら5円 ・10円 ・100P1.-E硬貨で

! 4' 112問

「
友
達
」

住
宅
建
設
資
金

紅
毛
金
融
公
附
で
は
、
昭
和

ω

年
山
は
あ
1
固
め
側
人
向
け
融
資
め

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

個
人
住
宅
建
設
資
金

交
付
期
間

6
日
付
げ
日
ま
で

融
資
限
度
制

I
、
3
4
0
万
円

（
本
店
、
特
別
加
掛
川
制
含
む
）

金

利

年

4・

5
%
1
5
・
1
%

辺
一
前
期
間
お
年
以
内
（
木
造
）

住
宅
改
良
資
金

受
付
則

問

臼

年

3
月
例
日
ま
で

融
資
限
度
制

5
4
0
h円

（特
別
加
昨
似
合
む
）

金
利

年
4
・
8
%
1
5
・
1
%

返

済

則

間

初

年

詳
し
く
は
、
公
庫
業
務
取
扱
宿

と
表
・
不
の
あ
る
金
融
機
関
へ
。

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

昭
和
臼
年
度
の

相
談
受
付
件
数

－b
 
‘．
 4
u
 

員

昭
和
室
長
は
に
受
け
付

aa
け
た
相
談
は
、
全
部
で
日

閣
閣

件
で
し
た
。
そ
の
内
在
は

｜

町

－f
図
の
と
お
り
で
す
し
か
こ

E
こ
数
年
を
過
し
て
多

い
相

，
約

一
談
は
、

「
境
界
に
関
し
た

も
の
」
「
年
全
に

つ
い
て
」
「
相
続

に
関
し
た
も
の
」
『・刈
川
・道
路
に

関
し
た

L
の
」
な
ど
で
す
。

定
例
相
談
日

初
月
第
I
・
第

3
火
山
町
自
の
午

後
l
時
か
ら
4
時
ま
で
、
川
判
臼
町

制
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（第

3
火
山
時
H
は
、
人
椛
・法
律
・

税
務

・
家
庭
児
京

・
心
配
ご
と
等

の
九
日
同
相
談
H
で
す
。）

聞
い
介
わ
せ
お
よ
び
相
談
は
、

行
政
相
談
委
員
加
政
八
郎
（
刺

臼
町
東
下
町
宮
泣
1
2
0
6
3
）

へ
。
相
談
は
す
べ
て
無
料

・
秘
官

厳
守
で
す
。

9 

年
金

（教
育
、
結
婚
）

そ
の
他

河
川
道
路

:=E 
｛章

5 
6 

農
業

家
族
関
係

8 

場
界

9 

相
続

；朝日中 l年松岡由季さん；

町長のひとりごと

「大
人
に
な
っ
て
生
、えて

く
る
歯
の
名
の
駅
名
は
」。

前
回
と
同
じ
く
ク
イ
ズ
か

、り
。7
月
別
日
に
は
、
北
保

口
動
中
道
が
全
線
開
通
し

ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し

て
、
町
を
大
い
に
発
展
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
町
民
が

一
九
と
な
っ
て
成
し
遂

げ
よ
う
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
で
、
「隣
町
は
？
」
と
問

え
ば
、
入
普
町
、
宇
奈
月
町
と
返

っ
て
き
ま
す
。
同
じ
ん尚
山
県
だ

か
ら
で
し
ょ
う
己
し
か
し
、
他
県

（新
山
川小
）
で
あ
リ
な
が
、
り
も
古

小仲
間
と
も
隣
接
し
て
お
リ
、
ト
ハ
米

か
ら
深
い
交
流
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
か
ら
の
高
速
交
通
時
代
、
隣
町

が
千
を
携
え
て
発
展
を
期
す
－
｝
と

も
必
安
か
と
思
い
ま
す
c

さ
て
、
7
H
3
け

（
日
）
に
は
、

「
お
は
よ
う
歩
こ
う
会
」
「
マ
ラ

ソ
ン
ト入
会
」

「
サ
イ
ク
リ
ン
ク
大

会
」

、
そ
し
て
前
夜
祭
な
ど
の
開

通
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。
全
町

民
の
参
加
を
HY

な
お
、
歩
こ
う
会
に
は
関
取
万

山
か
ら
6
i
8
0
0
人
の
参
加
者

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
家
の

皆
さ
ん
に
は

一
一層
の
努
力
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
の
答

え
は
、
税
不
知
（
駅
）
で
す
。

・
昭
和
日
年
6
月
号

⑪



警

察

富

山
品
山
県
普
祭
で
は
、
世
察
戸
川
A

（
大
卒
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格

昭
和
お
年
4
月

2
日
1
昭

和
必
年

4
n
l
nま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
。

ま
た
は
、
昭
和
臼
年
3
月
ま
で
に

半
業
見
込
み
の
入
。

受
付
期
間

6
月
げ
B
1
7
月
7
日
ま
で
。

誹
し
く
は
、
人
止
菅
野
察
署
（
宮

η
M
M
I

l
－

o）
へ
。

支
給
年
齢
が
変
わ
り
ま
し
た

昭
和

ω年
4
川

l
H
か
ら
、
児

虫
干
当
対
象
川
ん
庄
の
年
齢
が
小
学

校
就
字
的
（
第

2
〆了

・
4
歳
未
満

｜
｜
ψ
6
蔵
未
満
、
第

3
子
以
降
、

9
歳
未
満
｜
↓

6
歳
未
満
）
と
な

り
ま
し
た
。
認
定
請
求
な
ど
、
手

続
き
を
忘
れ
て
い
た
五
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民

一訟
法
へ
。

暴
力
追
放
の
ス
テ
ッ
カ
ー

全
国
各
地
で
器
力
迫
肱
起
動
の

機
川
庄
が
高
ま
る
・
中
、
出
1
町
で
も
3

月
の
町
議
会
で
、

「
正
義
と
秩
仔

あ
る
明
る
く
安
ら
か
な
住
民
生
活

を
守
る
た
め
に
も
、
町
民
が
総
力

を
結
集
し
て
暴
力
追
肢
運
動
に
取

き
ま
す
。
健
康
の
保
持
と
ポ
ケ
防

止
の
た
め
、
多
数
の
参
加
を
。

開
設
の
時
期

6
月
上
旬
の
子
定

（
中
込
者
に
案
内
し
ま
す
。）

参
加
資
格

的
成
以
上
の
人

（男

－K
は
聞
い
ま
せ
ん
。）

申
し
込
み

希
望
者
は
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を
添
え
て

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
福
祉
セ
ン

タ
ー

（
8
m
l
0
5
7
5
）
へ
。

ん
一

気」

一

義
C

一
ゆ
…
み
…
田
…
堀
…

自」

？
－
－

ン
司
．

モ

中

…

レ

臼

一

「

朝
一

羽
周
年
を
記
念
し
て
、
北
陸
地
域

で
の
地
域
控
備
の
渉
み
な
ど
を
紹

介
す
る
「
接
投
民
」
と
「
記
念
説

明陥
」
を
開
催
し
ま
す
。
脅
さ
ん
の

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
展

（
入
場
熊
料
）

期
日

6
月
初
日

1
7
月

3
u

場
所
ア
ピ
夕
日
山
店

記
念
講
演

（
入
場
無
料
）

3
J
L
L寸
、

〉

2
1
n
V
1
J
巳；

L川，ハ
v
k
I
n
v
・令
J

r
E
叫
仲

，

t
r
I
q
u
r
E
4
1
・MH
’i
u

”q
u
’フ

場
所
ア
ピ
タ
高
山
店
2
階

児
童
手
当
の
現
況
届
け

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

が
引
き
続
き
そ
の
手
当
を
受
け
る

た
め
に
は
、

「
児
童
千
店
i
川
悦
汎
凶
t

IA /h 
I 

完成 ;,!i負
工 ’F 名 場IW

予定 金額
業 者 tll当~

千四

区 同 線 $ 世 エボ 荒川l 5月 590 日本交通興業綿 建設球

店豊中J；｝；パーキング公開給水工：J~ .tJi. 6月 19.500 附氷見工業所 主主設課

歩

－つ
AQE 

流
計
凋
董
こ
窃
h
u
を

お
刷一
一一白
雪
国
語
E
f
E
臼
悶
↓
i

’t

6
H
l
日
現
紅
で
、
全
同
の
州

光
業
、
小
売
業
を
常
ん
で
い
る
す

べ
て
の
商
出
を
対
象
に
、
「
商
業

統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
店
の
販
売
活

動
の
実
態
や
、
全
問
的
な
流
通
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
「
崩
業
の

川
勢
調
作
」
と
も
い
う
べ
き
重
要

な
調
作
で
す
ω

判
州
代
以
が
れ
川
い
ま
し
た
ら
、

協－
M
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

こ
の
時
期
に
は
、
土
砂
災
告
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

災
害
の
未
然
防
止
と
被
官
を
軽
減

< 4月発注分〉ただいま工事中

を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
提
出
さ
れ
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

6
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
現
況
屈
の
受
付
期
間
は
、

6

凡
初

H
か
ら

6
片
お
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
受
給
者
の
方
に
は
、

可
児

東
手
当
現
況
屈
の
手
続
き
に
つ
い

て
」
の
案
内
を
込
付
し
ま
す
。

〆

す
る
た
め
、

6
月
が

「
土
砂
災
古

防
止
川
削
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
同
や
長
雨
の
と
き
は
、
気
象

情
報
や
防
災
情
報
に
十
分
旅
立
す

る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
危
険
筒

所
の
把
峰
、
避
難
の
道
順
と
そ
の

場
所
の
確
認
な
ど
、
非
常
事
態
に

備
え
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

6
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月

間
で
す
。
あ
な
た
の
職
場
で
は
、

ど
う
で
す
か
。
山
山
県
財
人
少
年

主

（
包
0
7
6
4
1
U
1
2
7
4

0
）
で
は
、
女
「
労
働
者
か
ら
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

見直そう暮らしと命を守る

水、ムダなく使おう大切な水。

（6月IRi7日は水道週間）

生活必需品価格
5月分調査 ｛ ）前月比

ロuロ 名 ｛箇絡 平均

ff 、J ン
阿 JlJ 

126～128 127 
石 ｛併売 ln { + 1) 
一j自 H i~I 800～828 809 
製 （配辻18e > ( + 6) 

一
420～456 444 
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ティシ 2 ペーパ ー

128～158 139 
( 400f文~:t.H白人り ） ( + 4) 
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u改紙ロール4f団組） 290～340 ( + 17) 

食 ，ξ / 、 170 
（ ~jfil ，＼，~ 6枚 i袋）

170 ( 0 

カ日
て7 一 す7 / 

325～328 
327 

(450 g l術） (+IO) 

エ し よ ヲ i出
468～485 

.J79 
c 1 .8 eビン入） { + I) 

食
サラダ j自

278～368 308 ｛ホ・1）得総7以） g入｝ ｛一 1)
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78-80 79 
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:fl 
228 

228 
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肉
198～380 319 

（中l付もも 100g) ( 0) 

生
I~ いj

158～180 
171 ( "'I何もも100g) （（） ） 

対｝ 。Ii
130～140 

136 

！~t. (Mサイ ズlOflM) ( 0 ) 

i;i 智、・ー 150～200 
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（ ~＂i虚品 i kg} ( + 4) 

食 !J:' il 、、 し よ
180～228ι I ( ＿！~~ ） （普j虚品 lkg) 

ド嗣圃・・・E・E・－

品
キ ヤ ’＼ 4・ 、、J

（普通品 1kg} 188～200 (+l8) 

人 是，正

(ilf ilfl品 ikg} 300～380 ( +26) 
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~ ら し の情報室

ーラ

ιー

制

u．
川
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議

会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
ふ
る
さ
と
・

ふ
れ
あ
い
少
け
少
け
健
康
コ

l
ス
」

を

5
コ
l
ス
定
め
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
μ

ぐ
る
っ
と
町
内
4

万
歩

コ
ー
ス
仰
の
歩
こ
う
会
を
、

6

H

5
H
（
H
）
午
前

7
時
か
ら
行
い

ま
す
。
参
加
賀
は
無
料
で
す
。

日
時

6
月

5
日
午
前

7
時
出
発

（
午
前
6
時
初
分
1

7
時
ま
で

受
け
付
け
）

集
合

朝
日
町
商
工
会
前

申
し
込
み

・
問
い
合
せ

納
付
町
商
工
会
（
宮
部
1
2
2

8
0
）

へ
。

建
設
展
と
講
演

他
州
制
作
北
附
地
万
処
設
い
切
で
は

リ
組
む
こ
と
が
肝
．
些
で
あ
る
」
と

の
H

社
・
刀
迫
肢
に
附
す
る
決
議
”

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
一
人

一
人

の
理
解
と
怠
識
の
高
拐
を
図
る
目

的
で
、
暴
力
追
肱
ス
テ

ッ
カ
ー
を

町
内
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
玄

関
先
等
に
貼
付
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ん
…

さ」一チ…陽一谷一
品中

一

eヲ小
’

－

L
J巾
…

の

中一

臥
日
一

「

朝

一

－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

『

排
尿
障

害：叩必尿開長

ー 笹川瓦十次先生

ドワヲー排
尿
怖
さ
は
大
き
く
ニ
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
つ
は

「
お
し
つ

こ
が
出
に
く
い
」
と
い

う
も
の
で
、
も
う

一
つ
は
「
い
ね
し

つ
こ
が
漏
れ
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。ま
ず
、
お
し

っ
ζ

が
出
に
く
く

な
る
原
闘
に
つ
い
て
で
す
が
、
①

お
し

つ
こ
の
辿
路
に
附
宮
物
が
あ

る
場
合
、
勝
脱
結
行
・勝
脱
が
ん
、

仰
い
仏
腺
肥
大
総

・
山川
h

仏
仙
仰
が
ん
、

尿
道
伏
窄
な
ど
が
あ
リ
ま
す
G

②

お
し
っ

こ
を
排
山
す
る
筋
肉
の
力

が
坊
く
な
っ
て

い
る
場
介
、

脳
出

－V
A
－－
ぞ一

山
、
脳
梗
塞
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
脳

卒
中
や
結
尿
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

③
お
し
つ
こ
を
蓄
え
る
筋
肉
が
強

す
き
る
場
介
、
勝
脱
創
出
硬
化
来

志
ど
が
あ
げ
ま
す
。

次
に
、
お
し
つ

こ
が
漏
れ
る
原

川
で
す
が
、
①
お
し

つ
こ
を
排
出

す
る
筋
肉
の
力
が
強
す
ぎ
る
場
介
、

古
川
位
の
が
円
髄
損
傷
や
む
髄
脂
携
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
②
お
し

つ
こ
を

み
え
る
脳
内
の
力
が
羽
く
な
勺
て

い
る
場
合
、

小
年
以
降
の
久
性
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
排
尿
附
芯
は
、
泌
以

器
科
的
治
療
に
よ
リ
か
な
リ
改
善

で
き
ま
す
る
「
お
し
つ

こ
が
出
に

く
い
」
あ
る
い
は
「
お
し

つ
こ
が

漏
れ
る
」
と
い
う
広
状
で
お
悩
み

の
布
は
、
ぜ
ひ
専
門
医
に
よ
る
治

械
を
受
け
て
く
だ
さ
い
G

｜年｜金｜だ｜よ｜り｜

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
手
続
き
を

ご、
じし人
が
巾
半
年
金

や
比
一
同
組
作
に
加
入
し

て
い
て
、
キ
と
し
て
ご

主
人
の
収
入
で
生
計
を

維
持
し
て
い
る
初
歳
以

上

ω政
米
耐
の
奥
さ
ん

を
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

し
か
し

第
三
サ
被
保
険
者
に

な
る
に
は
、
役
場
の
凶
民
年
金
の

窓
U
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

二

の
手
続
き
を
し
な

い
人
は
、
第
三

サ
被
保
険
者
と
し
て
撒
わ
れ
な
い

の
で
、

年
金
に
よ
る
保
附
を
交
け

ら
れ
な
く
な
る
場
介
ば
か
り
で
な

く
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
期
間
が
発
生
す

る
た
め
、
将
米
め
年
金
制
の
算
定

上
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
日
十
め
に
予
続
き
を
。

し

く
は
役
場
年
金
係
へ
。

－
昭
和
閃
年
6
月
号

＠



4月18日～5月17日 ｜

5月10日
赤川さんが県知事表彰
この日第39問山山県中I~樹祭が人

普UITで行われ， J11,'J・功；川重次（山

11崎）さんが農林漁業功労者として

県知卓から表彰されました。

－
小
学
生
男
子
の
部

l
位

附

本

的

也

（
的

小）

2
位

館

ぶ

的

（山
崎
小
）

3
位

竹

谷

太

地

（宮
崎
小
）

・
小
学
生
女
子
の
部

l
位

松

本

彩

f
（山
崎
小

）

之
校
大
山
有
紀
〆
寸
（「
乱
筒
庄
小
）

3
U
竹
内
梨
花

（怜
川
小
）

・
中
学
生
男
子
の
部

－
佐
川
注
以
太
トし

（
比
岩
崎
）

2
位
制
団
結
’
U

十
（
横
尾
）

3
佐
川
八
円
U

一
死

一十
例
）

・
中
学
生
女
子
の
部

l
位
水
島
先
制
郎
（
境
）

3 
i立

一
山
高
校

県
大
会
等
成
績

し
ん
皐
ろ
う

－
魚
津
霊
気
楼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

，

会

（
4
H
M
U
、
魚
川
市
）

一

・
山

J

一
一
般
男

f

m
段
以
下

一
3
位
伊
十
時
政
博
（
大
家
庄
）

一

ー

－

県

高
校
春
季
大
会
、
柔

I
4

d

道

（
4
け

μ
u、
県
常

l
k
L

高
山
武
道
航
）

o
－L
4
・
制
人
戦

リ
，
」

ω
J級

3
似

川
／
U』

析
川
主
州

（千
柳
）

プ

〈

旬、。級

2
位

／
色

火
U

円

剛

｛
蛭
谷
）

国
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
5

川

3
臼
、山
口川
山
除
ト
仁
川悦
技
場
）

・
や
り
投
げ

2
位

高
品
修

（高
橋
）
臼

γ

均
一

－
県
高
校
選
手
権
大
会

（
5
片

8

け
、
品川
川
両
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

．
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
，
寸

住

民

混

成

陸
上
競
技
会

V表彰される赤川さん

いスポーツや学問を行おうと，年

3回，I'森接した小ヂ晃t莫校が法って
運動会や学問会などを行っている

うちの一つで＂3校の児童164人が

ilt成の赤 －白 ・背の3チームに分

かれ喝80；，；・100；‘競走や院；l；：物I)

レーなどを十lL、ましたc

児童たちは， Hごろできない楠

目が多いということで．大張 I)l)リ

リて、1頃す長勺てし、ました。

午後 l時すぎから駆け付けた主婦

らに民ってもら っていました。

は，初jのj責物づくりを行いました。

がはめは，制収校したアスノ、ラガ

スをゆで，しょうゆ，みりん，な

どを出ぜたii-とー紡にビニール袋
に 入れ， 具－~ ノ ぞッ クしてけl米 ｜：が

り。この日は‘ 100袋を作1)• 

るさと（記で送りま した。

、，.）、

V袋詰めの量をき十る児童だち

V花袋を配る芸妓さんたち

5月9日
アスパラの漬物を生産
大家JJアスバラ 7ゲス生iil：剥l介て、

5月7日
芸妓さんが防犯運動
このH行われた「城山桜まつり J

に，＇I',iiJiした去妓さん17人が，制り

の披~！＼：だけでなく ｜リj るい社会づく

りのため｜りj犯遥副Jにも一役員おう

と，会場人l)I lでN目前前の約 1時

Jin • • wれる人に 「Jl)j・1[1.は日ごと，
家ごと，地域ごと 」の棋譜入り化

袋をr~cイb し ながら ， JI方犯｛封fif｛キ ャ

ンベーンをfr~ 、ました 。

V 「ヤッタ一一等賞だJ

5月T日
城山子供会か山菜取り

山菜取りは，会の活動資金のた

めにと城LII f-供会 （’広崎小学校の

4年生～地区内の朝日中’字校3年

生）が令f年・行っている桝例行;f;.

この日は，午前6時半に山崎小

中校に集合し．各班に分かれて城

山や馬場谷など地区内の山十倍で

山菜取りをしました。そして，午

前ll時すぎから山菜を手にした F

供たちが次々に下山し，ノl、q：校誹

：主でゼンマイ， ワラビ、ススダケ．

ウドなどを巡りりして袋詰めをし，

品ャー

する 「刊少年育成県民選動推進指

導員」と，婦人の社会参加と地位

向上を図るための活動をする 「婦

人地域的動推進員として．次の方

々に県知事から依相官：が交付され

ました。

青少年育成推進指導員 （｛政称略）

/J(！：：；議長（士克）.J$i谷低成（宮崎）．

折谷附三（終！｜｜），高位良ifl（泊一

区），村LI~~I朗 Uri 二区），上原豊

（泊三区）‘永井市（Jj_mir-i: ）.安達極

ニ（ 111u1川、藤田隆 （）＼.家Jj_:) 

婦人地域活動推進員 （敬称略）

＊向久美 ［－・ 和泉小モi美（境），

iilJ内側－f.小森峰子 （；守Ill奇），勝田

満喜イ ・採松明・r< t1i:J11 ), i.よ訪日み
かザ ・l釘mしか子 （がI）＇上社｜民里
子 ・ ！釘i~il':1i·子（五筒J·i::二），大蔵秋子 ・

松下忠美了ー （南｛ぷ），安迷信子 ・鹿

熊有合r（山崎）、伊総マキチ ・廃
国松（－ （人家庄）

また，町教育委員会では，小川

弘樹さん （青年間体）と水島良子

さん （婦人団体）を社会教育委員

に委l似しました。

4月28日
3小学校合同運動会
この日j立／ト学十支クザラウンドて‘、

J:ft ·~；~； 11J:.f，笹川の3小学校合同運

動会が行われました。

これは，少人数で日ごろできな

d

司
巣
箱
を
か
け
る
兜
重
だ
ち

踊畠詫

愛鳥週間を日ljに． 4月20l::l tr1：：川

小学校の4年生以 卜.16人が，巣訂i

作りに挑戦。約 211寺問かけて，思

い思いの大きさに工夫をこらした

作品1611古｜を完成させました。

そして25日，できあがったfh¥1i

を械山登 ＇）口一仙の似並木などに，

約 2時間がか 1）で取り付けました。

-r供たちは， 「どんな小鳥が入
ってくれるのかな」 「平〈巣をか

けて くれないかなJ と栄しみに し

ていま した。

4月27日
県知事から依頼書
この日県民会館て・.:t也械で刊少

年の健全育成を凶るための市動を

4月25日
小鳥の巣箱かけ

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

2
位

江

洲

釆

日

（道
下
）

3
位
折
谷
麻
衣
子
（
平
柳
）

・

一
般
男
子
の
部
（高
校
生
含
む
）

l
位

十

井

利

一
（
高
山
川
）

2
位
川
制
鳥
山
川
（
栄
町
）

3
位

草

野

古

史

（上
町
）

－

一
般
女
子
の
部
〈高
校
生
含
む
）

－

佐

広

川

以

f
（州
町
）

2
位

石

井

知

美

（律
四
）

3
位

制

出

向

（道
下）

町
営
中
央
ブ

l
ル
が

一

オ
ー
プ
ン

一

7
H
l
U

（令
一｝
か
ら
附
背
中

央
ブ
ー
ル
を
附
設
し
ま
す
。
水
出

を
通
し
て
相
候
的
に
休
力
づ
く
り

を
行
い
ま
し
ょ
、ヲ。

開
設
期
間

7
H
l
H
1
9
川
m
H

（

8
3
M
l休
み
ま
す
に

お
す
こ
や
か
に

宮
崎
水
れ
川
嘉
導
長
女

山
本
川
点
的
向
上
心
長
女

向

防

町

附

山

川

u
k
’K

山

山

林

l
小
村
正・
該

二
則的

柳

田

井

口

利

通

長

男

報
由
美

ヤ引
H

r

j

L仇
rA什氏

ハ
Ji. 却し・，I、
ヂ正 tノ

三
人
自
の
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ぶ
い
ま
す
。

崎
必
義
郎
昭

二
女

作

来

い仁「

J:i! ,._, 

は
岩
崎
谷
口
敏
敏

二
久

お
し
あ
わ
せ
に

一
光

屋

敷

一
明
「山
県

下

町

一
人

善

問

」
治

水

町

一
北

海

道

一
一
山
水
町

一
総

塚

一
泊

保

「
末

広

町

一
日

東

山

一市
川
山
総

一点

小

町

一

的

谷

ケ
入

善

町

一
一

羽

八

一
人
山
市
川
町

一
尚
一
一
山
山

一
魚

山

市

-,h: IJ本小長 、1-:u s・.l/;£ 月五松宮＇1＼古if .f.',.~ 正案今大凶 」ヒ水 荒

美政ゆ？呂美茂
か山

r H；－ 幸義リ縦六・ Hit 

｜品Jfl阪本西出陣品弁

礼光忠

(1主寸ニ

出 旦｜ 段、； I ~ 1~｛.J 附附 ti：品 H I 下

京 j主他伝敏

下
hhet

／
『
J

陀
内
情

『

j
門小木

LX

代

以
叶
。

しに
レ

レ
丸
山
美

ご
め
い
ふ
く
を

JiJ・ LI I ;J;J .!;i: ！，＇.： 栄 i(J；育大 ・：：・；

川崎 水

新新入 ~f· 針 UIJ 似町民附

一
波
間

三
郎
助
（幻
）

梅

れ

勝

次

郎

（
位
｝

凶

辺

誠

三
郎
｛位
）

ト

入

村

も

と

（訂
）

内

川

興

作

（巧
）

広

削

ヨ

シ
エ
（
引
｝

山門

江

民

次

（刊
）

大

綴

ふ

さ

（

制

）

午

内

正｛

η）

桜

山

は

な

（引
〉

・
昭
和
臼
年
6
月
号

＠



本
の
紹
介

J.: t? 
野や

－－ ~ カ草
野市v¥
宮町 も
／~~父
日 さ
ロ「ん

L 

日
色
と
も
ゑ

1
9
8
6
年
9
月
に
肱
妨
げ
さ

れ
た

「
宇
野
重
一古

一
座
」

の
旅
日

記
。
芝
居
に
恋
し
、
そ
の
恋
を
ま

Eヨ月m表I~~~司

っ
と
、
っ
1
レ

じゃカ九、も父~－ん
守，事情・－・ e‘a・ke.?’II!！も.. 

た
座
長
宇

野
重
古
に

対
す
る
深

い
敬
愛
め
怨
い
が
旅
公
演
の
記
録

と
共
に
諮
ら
れ
て
い
る
。

「
現
代
書
道
講
照
」

講

談

基
本
の
書
法
を
図
解
と
写
真
で

解
説
し
た
、
や
さ
し
い
書
道
独
自

官
。

こ
れ
か
ら
書
を
問
お
う
と
い

う
人
や
現
在
、
書
を
世
い
始
め
た

人
た
ち
の

た
め
に
編

保
さ
れ
て

い司令
。

：長新
ち書し

い
本

安
部
議

－
昭
和
的
年

6
月
号

＠

社

検
証
首
相
官
邸毎
日
新
聞
社
政
治
部

海

へ

倉

本

聡

U
や

月

や

十

什

井

由

吉

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

第
1
巻

日
本
政
送
出
版
協
会

魅
惑
の
仏
像
全
加
巻釘
H
新
聞
社

組
出
前
一

作

名

誠

角
田
房
子

第

5
集

北
日
本
新
聞
社

え

る

仮
釈
放

聖
者
の
白

金
色
の
海

イ
ン
ド
綿
の
服

柳

生

兵

庫

助

⑥

吉
村

昭

一白
村
寿
行

夫
馬
基
彦

庄
野
制
三

津

本

陽

ご刻、？を
ありがとう
ございました

れ
ん
げ
議
議
会
文
学
鍛
歩

七｜

l時

6
月
8
日
附

午
前

8
時
加
分
i

八
尾
ト
刀
山

匠
の
山
門
像

熱
風
大
陸

間
妃
暗
殺

と
や
ま
の
会
社

場
jJ片

ふ

の
必』
玄X

（
小
説
）

原

勺

ぱ

池

波

正
太
郎

ブ
ラ
ン
チ

ェ
ス
カ
の
銭
一江
木
寛
之

森
村
誠

一

千
岩
月
村

井

U
梨
〆寸

渡
辺
淳

一

6
片
辺
日
附

午
後
l
時
叩
分
j

児
童
窓

tl 
R寺

会
場お

し

b 

せ

黒
い
神
座

春

め

砂

法

上

下

小
説

瀬

戸

大
柿

静

寂

の

や

上

下

「
き
ょ
う
の
料
哩
」
「
趣
味
め
凶
什
一
ぷ
」

「婦
人
．白
利
」
が
新
し
く
は
い
り

ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住民混成陸上競技会

この競技会は，田l民の体育jl1J上を

閃る一環として，｜控J：競技め基礎でレ

ある走 (loo：.‘定），跳 （走中凶跳），投
（砲丸投，ノj、：学生はボール投）の 3

f!T（目を行い，その総合得点で順位を

競うもので，今回で4回目。

5月8日の日曜日に県立的高等学

校グラウン ドで，小学生 ・中学生 ・

高校生を含む一般の部に 125人が参

加して，実力を競い合いました。

成績は，22ページのスポーツのコ

ーナーを参照してください。
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世帯数 5119( + 34) 女 9.761 ( + 3）計 18.459(-16)男 8.698(-19)〔5月の人口〕


